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５

Ｅ
Ｖ
モ
ー
タ
ー
新
工
場
が
稼
働

甲
府
の
年
産
　
万
個（
　
％
増
）

３７

８５

明電舎

エナメル線をコアに巻く工程

　
明
電
舎
は
　
日
、
山
梨
県

１９

の
完
全
子
会
社
・
甲
府
明
電

舎
内
に
あ
る
Ｅ
Ｖ
モ
ー
タ
ー

新
工
場
が
完
成
し
、
稼
働
式

を
行
っ
た
と
発
表
し
た
。
投

資
金
額
は
約
　
億
円
。
こ
れ

２６

壬

腎

甚

訊
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データセンター建設が活発
（電力と光網のインフラ懸念も…）

三井田健社長

に
よ
り
、
甲
府
明
電
舎
の
Ｅ

Ｖ
モ
ー
タ
ー
の
年
産
能
力
は

　
万
個
（
従
来
比
　
％
増
）

３７

８５

と
な
り
、
拡
大
す
る
Ｅ
Ｖ
需

要
に
対
応
し
て
い
く
。今
後
、

求
め
ら
れ
る
巻
線
の
技
術
動

向
に
関
し
、
同
社
は
「
丸
線

と
平
角
線
は
モ
ー
タ
ー
用
途

で
使
い
分
け
て
い
く
べ
き
で

あ
り
、
当
社
は
、
モ
ー
タ
ー

メ
ー
カ
ー
と
し
て
、
両
方
に

対
応
し
て
い
く
」
と
し
た
。

　
明
電
舎
は
　
年
代
か
ら
Ｅ

９０

Ｖ
用
モ
ー
タ
ー
・
イ
ン
バ
ー

タ
ー
を
開
発
し
て
き
た
。　０９

年
、
Ｅ
Ｖ
用
モ
ー
タ
ー
が
三

菱
自
動
車
の
世
界
初
の
量
産

Ｅ
Ｖ
「
ｉ
―
Ｍ
ｉ
Ｅ
Ｖ
」
に

使
用
さ
れ
、　

年
に
は
Ｐ
Ｈ

１３

Ｅ
Ｖ
ア
ウ
ト
ラ
ン
ダ
ー
に
採

用
。
同
社
は
Ｅ
Ｖ
モ
ー
タ
ー

・
イ
ン
バ
ー
タ
ー
の
生
産
拠

点
を
、
甲
府
（
モ
ー
タ
ー
年

産
　
万
個
）、
中
国
・
明
電
舎

２０
杭
州
（
同
　
万
個
）
、
沼
津

１７

（
イ
ン
バ
ー
タ
ー
年
産
　
万
２５

個
）、
名
古
屋
（
モ
ー
タ
ー
・

イ
ン
バ
ー
タ
ー
一
体
機
年
産

　
万
個
）
の
４
カ
所
に
構
え

１７る
。
　
新
工
場
は
、
車
載
用
モ
ー

ＥＶモーターの生産ライン、ロータと組み立て工程を自動化

タ
ー
生
産
の
中
核
工
場
で
あ

る
甲
府
明
電
舎
内
に
建
設
し

た
。
新
工
場
の
Ｅ
Ｖ
モ
ー
タ

ー
年
産
能
力
は
　
万
個
と
な

１７

り
、
従
来
工
場
の
　
万
個
と

２０

合
わ
せ
て
年
産
能
力
　
万
個

３７

体
制
を
構
築
し
た
。

　
新
工
場
は
、
延
べ
床
面
積

約
３
千
５
０
０
㎡
。
生
産
ラ

イ
ン
、
品
質
管
理
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
・
災
害
対
策
、
環
境

の
４
点
に
傾
注
し
た
。
生
産

ラ
イ
ン
の
構
築
に
向
け
、
同

社
は
、
自
動
化
率
向
上
、
動

線
の
途
切
れ
が
な
い
ラ
イ

ン
、
仕
掛
り
品
の
適
正
化
を

目
指
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

現
行
の
生
産
ラ
イ
ン
比
で
生

産
高
生
産
性
約
１
・
７
倍
、

面
積
生
産
性
約
１
・
２
倍
、

効
率
性
約
１
・
５
倍
を
実
現

し
た
。

　
Ｅ
Ｖ
モ
ー
タ
ー
は
ロ
ー
タ

コ
ア
（
回
転
子
）、
ス
テ
ー
タ

（
固
定
子
）
な
ど
　
点
の
部

５０

品
で
構
成
し
、
製
造
は
巻
線

工
程
、
ス
テ
ー
タ
工
程
、
ワ

ニ
ス
工
程
、
ロ
ー
タ
工
程
、

総
組
工
程
、
検
査
工
程
を
経

る
。
新
工
場
で
は
組
み
立

て
、
ロ
ー
タ
工
程
の
ロ
ボ
ッ

ト
化
に
よ
り
、
自
動
化
率
の

向
上
を
図
っ
た
。
生
産
設
備

は
す
べ
て
新
設
し
た
。
さ
ら

に
、
工
程
間
を
運
搬
レ
ス
に

す
る
こ
と
で
仕
掛
り
品
を
低

減
し
た
。
同
社
は
、「
含
浸

ワ
ニ
ス
は
ポ
リ
ア
ミ
ド
イ
ミ

ド
」
と
し
た
。

　
品
質
管
理
で
は
、
自
動
化

に
よ
り
人
的
ミ
ス
の
排
除
も

図
っ
た
。
目
視
検
査
か
ら
、

画
像
、
ト
ル
ク
自
動
判
定
を

拡
大
し
、
作
業
情
報
の
記
録

を
強
化
。
部
品
の
欠
品
検

出
、
コ
ネ
ク
タ
の
半
嵌
合
検

出
、
ネ
ジ
穴
・
ケ
ー
ブ
ル
位

置
検
出
を
行
う
。

　
同
社
の
三
井
田
社
長
は
、

「
自
動
車
の
生
産
需
要
は
戻

っ
て
き
て
い
る
。
甲
府
明
電

舎
は
Ｅ
Ｖ
モ
ー
タ
ー
の
研
究

開
発
の
マ
ザ
ー
工
場
と
な

る
。
今
後
、
巻
線
や
ワ
ニ
ス

な
ど
材
料
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

と
の
連
携
を
強
化
し
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
変
速
機
が
必

要
に
な
る
な
ど
Ｅ
Ｖ
は
ど
ん

ど
ん
進
化
し
て
い
く
。
同
拠

点
で
は
生
産
と
と
も
に
、
次

世
代
の
モ
ー
タ
ー
開
発
を
行

っ
て
い
く
」
と
し
た
。

金子智樹社長

　
金
子
コ
ー
ド
は
、
金
子
智

樹
社
長
が
ノ
ー
ベ
ル
・
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
ト
ラ
ス
ト
・

ジ
ャ
パ
ン
の
理
事
長
に
就
任

し
た
と
発
表
し
た
。

　
金
子
社
長
は
、
理
事
長
と

し
て
①
国
内
の
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
な
取
り
組
み
を
収
集

し
世
界
に
発
信
、
②
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
領
域
で
日
本

の
革
新
的
技
術
や
事
業
を
発

掘
・
発
信
し
、
そ
れ
ら
の
企

業
の
成
長
を
後
押
し
、
③
ノ

ー
ベ
ル
氏
や
財
団
の
活
動
を

国
内
で
発
信
し
て
日
本
に
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
概
念
や

取
り
組
み
方
を
浸
透
、
④
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
な
社
会
を

創
る
上
で
必
要
と
さ
れ
る
情

報
発
信
や
啓
蒙
活
動
に
取
り

組
む
。
こ
の
団
体
は
、
ア
ル

フ
レ
ッ
ド
・
ノ
ー
ベ
ル
の
曾

甥
で
、
ノ
ー
ベ
ル
財
団
前
理

事
長
の
マ
イ
ケ
ル
・
ノ
ー
ベ

ル
博
士
が
会
長
を
務
め
る
。

　
年
新
年
賀
詞
交
歓
会
 

２１中
止
へ
、
電
線
工
業
会

　
電
線
工
業
会
は
　

日
、

２０

「
　
年
電
線
関
連
８
団
体
賀

２１
詞
交
歓
会
」
の
中
止
を
決
め

た
。
コ
ロ
ナ
禍
、
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
。
東
京
会
場

（
開
催
予
定
１
月
５
日
）
、

大
阪
会
場
（
同
１
月
　
日
）

１２

と
も
中
止
に
な
る
。

　
「
例
え
ば
、
３
６
０
度
回

転
す
る
リ
モ
ー
ト
カ
メ
ラ
を

工
場
に
設
置
し
、
電
線
ケ
ー

ブ
ル
製
造
設
備
の
押
出
ラ
イ

ン
の
立
ち
上
げ
に
活
用
し

た
。
さ
ら
に
Ｗ
Ｈ
の
組
み
上

げ
に
も
色
々
な
リ
モ
ー
ト
器

具
、
機
器
な
ど
を
用
い
て
取

り
組
ん
で
い
る
。
当
社
で
は

従
来
か
ら
各
業
務
で
標
準
化

を
行
い
、
作
業
の
効
率
化
が

図
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
た

が
、
今
回
の
件
で
、
効
率
化

が
一
段
と
前
進
し
た
。
人
手

は
ゼ
ロ
に
は
な
ら
な
い
も
の

の
、
リ
モ
ー
ト
器
具
、
機
器

類
な
ど
を
ミ
ッ
ク
ス
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
予
想
外
に
省
人

化
や
効
率
化
が
図
れ
、
生
産

性
は
向
上
し
た
。

　
ま
た
、
住
友
電
工
の
グ
ル

ー
プ
会
社
な
ど
を
含
む
会
議

も
、
Ｔ
Ｖ
会
議
シ
ス
テ
ム
の

導
入
な
ど
で
出
張
回
数
が
減

っ
た
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
働
き

方
改
革
で
間
接
費
が
こ
れ
ま

で
よ
り
も
減
少
し
た
。
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
に
な
っ
て
も
、

効
率
化
さ
れ
た
も
の
は
残
る

だ
ろ
う
し
、
働
き
方
改
革
を

進
め
る
」
　
（
次
号
に
続
く
）

わ
れ
な
い
コ
ン
セ
プ
ト
・
企

画
と
技
術
開
発
を
一
貫
し
て

行
う
環
境
を
つ
く
り
、
新
製

品
の
創
出
を
目
指
し
た
い
」

　

―
現
状
、　

年
度
の
御

２２

社
自
動
車
用
電
線
ケ
ー
ブ
ル

生
産
見
込
み
量
に
つ
い
て

は
、
ど
う
か
？

　
「
　
年
度
に
は
、　

年
度

２２

２０

比
で
　
～
　
％
程
度
の
増
加

１５

２０

を
見
込
ん
で
い
る
」

　

―
と
こ
ろ
で
　
年
秋
の

０８

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
と
、
今

回
の
コ
ロ
ナ
禍
の
違
い
は
、

ど
う
か
？

　
「
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
当

時
は
、
リ
ス
ト
ラ
と
同
時
に

体
質
改
善
を
実
施
し
た
。
今

回
は
、
人
員
削
減
を
行
わ

ず
、
働
き
方
改
革
を
促
進
し

て
い
る
。
当
社
は
モ
ノ
づ
く

り
の
企
業
で
あ
り
、
生
産
現

場
を
重
視
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
と
同
様
に
様
々
な
業
務

で
も
色
々
と
工
夫
を
重
ね
て

い
る
。
そ
れ
と
並
行
し
て
、

仕
事
の
や
り
方
を
変
え
た
こ

と
で
不
具
合
が
な
い
か
な
ど

の
確
認
を
、
常
に
取
り
な
が

ら
遂
行
し
て
い
る
」

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
で
も
 

働
き
方
改
革
を
進
め
る

　
　
電
線
の
生
産
量
は
 

２２
FY
　
～
　
％
増
を
見
込
む

１５

２０

　
一
方
で
、
中
計
を
策
定
し

た
　
年
頃
と
ク
ル
マ
市
場
の

１８
潮
流
が
変
化
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
臨
機
応
変
な
見
直
し

が
必
要
だ
ろ
う
。

　
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、

『
Ｗ
Ｈ
を
コ
ア
に
し
た
自
動

車
部
品
の
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ

グ
レ
ー
タ
ー
』
と
し
た
い
。

自
動
車
分
野
に
関
わ
る
ビ
ジ

ネ
ス
は
、
モ
ー
タ
ー
用
巻
線

事
業
分
野
、
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
向
け

な
ど
の
高
速
情
通
事
業
分
野

な
ど
を
当
事
業
本
部
が
主
管

す
る
こ
と
が
狙
い
。

　
そ
の
た
め
今
年
４
月
に
当

事
業
本
部
の
Ｃ
Ａ
Ｓ
―
Ｅ
Ｖ

開
発
推
進
室
を
『
Ｃ
Ａ
Ｓ
―

Ｅ
Ｖ
開
発
推
進
部
』
に
す
る

と
同
時
に
、
新
製
品
企
画
部

を
廃
止
し
『
Ｃ
Ａ
Ｓ
―
Ｅ
Ｖ

開
発
推
進
部
』
に
統
合
し

た
。
Ｗ
Ｈ
を
コ
ア
と
し
た
新

事
業
創
出
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
を
主
眼
に
、
企
画
と
先
行

開
発
を
融
合
し
た
体
制
に

し
、
開
発
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

を
強
化
す
る
。
自
動
車
の
大

変
革
時
代
を
好
機
到
来
と
と

ら
え
て
、
従
来
の
枠
に
と
ら

る
「
医
療
器
具
カ
バ
ー
ス
ト

ロ
ー
」
も
好
調
だ
。
使
用
後

の
消
毒
が
要
ら
な
い
し
、
使

い
捨
て
ス
ト
ロ
ー
装
着
で
衛

生
面
も
高
ま
る
。
１
本
　
円
１０

の
医
療
器
具
カ
バ
ー
ス
ト
ロ

ー
出
荷
数
は
４
～
５
月
で
合

計
２
万
本
と
な
っ
た
▼
活
路

を
拓
い
た
工
業
用
や
医
療
用

の
ス
ト
ロ
ー
製
造
は
ニ
ッ
チ

分
野
で
、
国
内
に
は
競
合
メ

ー
カ
ー
が
見
当
た
ら
ず
、今
後

も
市
場
拡
大
が
期
待
で
き
る
。

主
力
の
飲
料
用
ス
ト
ロ
ー
は

海
外
製
の
流
入
や
環
境
保
全

意
識
の
高
ま
り
で
需
要
に
陰

り
が
み
ら
れ
る
。
将
来
は
売

上
比
率
を
５
対
５
に
も
っ
て

い
き
た
い
そ
う
だ
。  （
微
風
）

ー
ル
検
知
器
の
吹
き
込
み
に

使
用
す
る
「
ア
ル
コ
ー
ル
検

知
用
ス
ト
ロ
ー
」
だ
。
運
送

業
者
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の
乗
務

前
、
検
知
器
に
よ
る
酒
気
帯

び
有
無
を
確
認
す
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
従

来
は
市
価
２
０
０
～
３
０
０

円
の
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
が
使
い

回
さ
れ
て
い
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
感
染
懸
念
が
あ
る
と

タ
ク
シ
ー
や
バ
ス
会
社
な
ど

に
直
接
売
り
込
ん
だ
。
１
本

１
円
の
安
価
で
使
い
捨
て
で

き
る
と
今
年
４
月
の
出
荷
数

は
前
年
の
３
倍
、
約
２
０
０

万
本
に
伸
長
し
た
▼
医
療
機

関
で
患
者
の
鼻
に
薬
剤
を
噴

霧
す
る
機
器
の
先
端
に
着
け

　
シ
バ
セ
工
業

（
岡
山
県
浅
口

市
）
は
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ス
ト
ロ

ー
の
製
造
・
販

売
メ
ー
カ
ー

だ
。
主
力
は
飲
料
用
で
、
タ

ピ
オ
カ
ミ
ル
ク
テ
ィ
ー
ブ
ー

ム
の
昨
年
５
月
は
タ
ピ
オ
カ

用
太
ス
ト
ロ
ー
が
好
調
で
過

去
最
大
の
３
千
万
円
の
売
上

を
記
録
し
た
▼
だ
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
拡
大
で
外
食
産
業

は
営
業
を
自
粛
、
消
費
者
も

外
出
を
自
粛
。
今
年
５
月
の

飲
料
用
ス
ト
ロ
ー
の
売
上
は

一
転
し
て
過
去
最
低
の
５
０

０
万
円
に
激
減
し
た
▼
そ
こ

で
着
目
し
た
の
が
、
ア
ル
コ

Ｉ
Ｏ
Ｎ
』
の
見
直
し
も
必
要

に
な
る
だ
ろ
う
。

車
事
業
戦
略
を
立
て
直
し
、

自
動
車
事
業
の
『
　
Ｖ
Ｉ
Ｓ

２２

ガ
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
は
、
第

一
に
（
当
事
業
部
門
の
）
売

上
高
２
兆
円
以
上
、
第
二
に

多
岐
に
わ
た
る
製
品
群
を
持

ち
、
第
三
に
提
案
型
で
、
カ

ー
・
メ
ー
カ
ー
と
ウ
イ
ン
―

ウ
イ
ン
の
関
係
に
あ
る
こ
と

で
あ
る
」

　
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
向
け
等
の
 

　
高
速
情
通
事
業
な
ど
 

　
当
事
業
本
部
が
主
管

　

―
続
い
て
　
年
度
自
動

２１

車
事
業
の
戦
略
に
つ
い
て

１９FYＷＨシェア２４％世界№１、２２FYも増進

は
、
ど
う
か
？

　
「
　
年
度
下
期
の
自
動
車

２０

事
業
お
よ
び
業
績
と
コ
ロ
ナ

禍
の
動
向
次
第
に
よ
っ
て
、

　
年
度
自
動
車
事
業
戦
略
は

２１決
ま
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

　
例
え
ば
、　

年
度
下
期
業

２０

績
を
従
来
の
成
長
軌
道
に
乗

せ
た
状
態
で
、
コ
ロ
ナ
禍
も

収
束
に
向
か
う
か
た
ち
で
　２１

年
度
を
迎
え
、『
　
Ｖ
Ｉ
Ｓ

２２

Ｉ
Ｏ
Ｎ
』
に
繋
げ
て
い
く

か
。
ま
た
は
、
今
下
期
に
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
が
拡
大
し
た

場
合
に
は
、　

年
度
の
自
動

２１

投
資
を
行
っ
た
た
め
比
較
対

象
に
な
ら
ず
、
営
業
利
益
の

具
体
的
な
目
標
と
し
て
は
、

　
年
度
下
期
（
５
０
６
・
２

１８億
円
）、　

年
度
下
期
（
５
６

１７

１
・
９
億
円
）、　

年
度
下
期

１６

（
６
０
３
・
０
億
円
）
レ
ベ

ル
ま
で
、
で
き
る
だ
け
早
く

も
っ
て
い
き
た
い
。

　
そ
し
て
ワ
イ
ヤ
ー
ハ
ー
ネ

ス
（
Ｗ
Ｈ
）
を
コ
ア
に
メ
ガ

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
を
目
指
す
中

計
『
　
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
』
に

２２

繋
げ
て
い
く
。
か
ね
て
か
ら

申
し
上
げ
て
い
る
よ
う
に
メ

の
　
年
度
事
業
戦
略
に
つ
い

２０
て
は
、
ど
う
か
？

　
「
　
年
度
の
単
年
度
戦
略

２０

で
は
、
今
年
度
前
半
は
こ
の

コ
ロ
ナ
禍
で
、
出
遅
れ
た
感

が
あ
る
。

　
　
年
度
下
期
中
に
自
動
車

２０
事
業
や
業
績
を
、
中
計
　
Ｖ
２２

Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
を
策
定
し
た
　１８

年
度
当
時
の
順
当
な
状
態
と

言
わ
れ
る
ま
で
に
、
で
き
る

だ
け
早
く
戻
す
。
ま
た
は
、

そ
の
回
復
軌
道
に
乗
せ
る
こ

と
が
課
題
だ
。

　
つ
ま
り
、　

年
度
は
設
備

１９

利
益
５
１
０
億
円
で
　
・
３

１３

％
増
益
）
の
達
成
は
、
簡
単

で
は
な
い
が
、
受
注
車
種
な

ど
が
あ
る
た
め
、
あ
な
が
ち

無
理
で
は
な
い
と
と
ら
え
て

い
る
。

　
一
方
、
国
際
的
な
調
査
会

社
に
よ
る
と
、
世
界
の
　
暦
２０

年
自
動
車
生
産
台
数
予
測

は
、
前
年
比
　
％
程
減
少
す

２０

る
見
通
し
。
当
社
は
販
売
が

好
調
な
車
種
を
受
注
し
て
お

り
、　

％
程
度
の
低
下
に
と

１０

ど
ま
る
見
込
み
」

　

―
御
社
の
自
動
車
事
業

　
住
友
電
工
の
西
田
光
男
代
表
取
締
役
副
社
長
は
、
同
社
自
動
車
事
業
に
つ
い
て
「
中
計
策
定
の
　
年
頃
と
ク
ル
マ
市

１８

場
が
、
変
化
し
臨
機
応
変
な
見
直
し
が
必
要
。
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
『
ワ
イ
ヤ
ー
ハ
ー
ネ
ス
（
Ｗ
Ｈ
）
を
コ
ア
に
し
た

自
動
車
部
品
の
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
タ
ー
』と
し
た
い
。
ま
た
、
自
動
車
に
関
わ
る
モ
ー
タ
ー
用
巻
線
事
業
分
野
、

Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
向
け
な
ど
の
高
速
情
通
事
業
分
野
等
を
当
事
業
本
部
が
主
管
す
る
」
方
針
を
示
し
た
う
え
で
「
自
動
車
の
大

変
革
時
代
を
好
機
到
来
と
と
ら
え
、
従
来
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
コ
ン
セ
プ
ト
・
企
画
と
技
術
開
発
を
一
貫
し
て
行
い
な
が

ら
新
製
品
の
創
出
を
目
指
す
」
と
し
た
。
ま
た
、
同
社
の
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｗ
Ｈ
シ
ェ
ア
は
「
　
　
が
　
％
で
世
界
№
１
。

１９
FY

２４

　
　
は
、
コ
ロ
ナ
の
状
況
次
第
だ
が
、
既
に
受
注
し
た
車
種
な
ど
を
勘
案
す
る
と
増
え
る
見
通
し
。
一
方
、
自
動
車
用

２２
FY

電
線
ケ
ー
ブ
ル
生
産
量
は
、　

　
に
は
　
　
比
で
　
～
　
％
の
増
加
を
見
込
む
」
と
述
べ
た
。

２２
FY

２０
FY

１５

２０

指
し
な
が
ら
、
当
事
業
部
全

員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
ま
い

進
し
て
行
く
。
た
だ
、
現
時

点
で
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
に

よ
る
中
計
　
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

２２

の
見
直
し
は
行
わ
ず
、　

年
１８

度
に
設
定
し
た
目
標
達
成
を

目
指
す
」

　
年
度
の
自
動
車
Ｗ
Ｈ
 

１９シ
ェ
ア
　
％
世
界
№
１
 

２４

　
年
度
も
さ
ら
に
増
進

２２
　

―
自
動
車
用
ワ
イ
ヤ
ー

ハ
ー
ネ
ス
の
シ
ェ
ア
に
つ
い

て
は
？

　
「
最
近
、
中
国
の
独
資
系

カ
ー
メ
ー
カ
ー
の
自
動
車
生

産
台
数
が
１
万
台
を
超
え
る

な
ど
、
そ
の
存
在
が
大
き
く

な
り
、
中
国
独
資
系
を
含
む

シ
ェ
ア
算
出
に
変
え
た
。

　
当
社
の
　
年
度
自
動
車
用

１９

Ｗ
Ｈ
グ
ロ
ー
バ
ル
シ
ェ
ア

は
、　

％
で
世
界
№
１
。
当

２４

社
　
年
度
自
動
車
用
Ｗ
Ｈ
グ

２２
ロ
ー
バ
ル
シ
ェ
ア
は
、
コ
ロ

ナ
の
状
況
次
第
の
点
も
あ
る

も
の
の
、
既
に
コ
ン
ペ
が
終

了
し
て
お
り
受
注
し
た
車
種

な
ど
を
勘
案
す
る
と
増
え
る

見
通
し
」

　

―
御
社
の
自
動
車
事
業

に
お
け
る
　
年
度
の
業
績
見

２０

通
し
に
つ
い
て
の
特
徴
は
、

ど
う
か
？

　
「
冒
頭
述
べ
た
よ
う
に
未

曾
有
の
コ
ロ
ナ
禍
、
先
が
予

想
し
に
く
い
事
態
に
直
面
し

て
い
る
。
た
だ
、　

年
度
下

２０

期
の
自
動
車
事
業
予
想
／
目

標
（
売
上
高
８
千
５
０
０
億

円
で
１
・
４
％
増
収
、
営
業

　

―
最
初
に
、
新
型
コ
ロ

ナ
に
よ
る
御
社
自
動
車
事
業

へ
の
影
響
か
ら
伺
い
た
い
。

　
「
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、

今
年
１
～
４
月
の
当
社
自
動

車
事
業
は
、
今
ま
で
経
験
し

た
こ
と
が
な
い
ほ
ど
の
打
撃

を
受
け
た
。
主
力
の
ワ
イ
ヤ

ー
ハ
ー
ネ
ス
（
Ｗ
Ｈ
）
事
業

を
は
じ
め
自
動
車
事
業
は
、

第
１
Ｑ
に
損
失
を
計
上
し

た
。
た
だ
、
７
月
か
ら
は
黒

字
転
換
し
た
。

　
し
か
し
、　

年
度
上
期
は

２０

コ
ロ
ナ
禍
の
損
失
を
挽
回
し

き
れ
な
い
だ
ろ
う
。
現
状
、

　
年
度
自
動
車
事
業
の
営
業

２０損
益
見
通
し
は
公
表
ど
お
り

に
、
上
期
が
（
３
５
０
億
円

の
）
赤
字
を
計
上
し
、
下
期

は
（
５
１
０
億
円
と
前
年
同

期
比
　
・
３
％
増
の
）
増
益

１３

に
転
ず
る
見
込
み
だ
が
、
上

期
の
損
失
を
カ
バ
ー
で
き

ず
、
通
期
で
は
前
年
度
比
　７６

・
７
％
減
と
減
益
に
な
る
見

通
し
。
今
下
期
は
、
大
型
投

資
を
行
う
前
の
　
年
度
下
期

１７

の
自
動
車
事
業
の
業
績
を
目

ノ
ー
ベ
ル
日
本
財
団

理
事
長
に
金
子
社
長

迅
陣

尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋

人手が必要なステータ工程

金子コード

パッチの接続＆管理の
手間を省きます!!
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テグレーター 



 第４２１８号 （第３種郵便物認可） ２０２０年（令和２年）１０月１９日・２６日（月曜日） （４）

　
つ
く
ば
フ
ォ
ー
ラ
ム
　
の
２０

テ
ー
マ
は
「
ス
マ
ー
ト
な
社

会
を
実
現
す
る
ア
ク
セ
ス
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
～
Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
構

想
を
実
現
す
る
革
新
技
術
と

事
業
へ
貢
献
す
る
先
端
技
術

～
」
と
な
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
や
巣

ご
も
り
な
ど
働
き
方
や
生
活

が
大
き
く
変
化
し
、
情
通
ト

ラ
フ
ィ
ッ
ク
量
は
飛
躍
的
に

増
大
し
て
い
る
。
こ
れ
に
伴

い
、
世
界
で
ハ
イ
パ
ー
ス
ケ

ー
ル
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
建
設
需
要
が
旺
盛
と
な
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
５
Ｇ
の
本

格
化
や
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の

進
展
な
ど
も
控
え
て
お
り
、

こ
れ
を
支
え
る
情
通
、
電
力

イ
ン
フ
ラ
の
重
要
性
が
高
ま

っ
て
い
る
。

　
つ
く
ば
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は
、
ス
マ
ー
ト
な
社
会
の
実

現
を
目
指
し
、
社
会
の
変
化

に
対
応
し
て
人
や
企
業
の
活

動
を
支
え
る
ア
ク
セ
ス
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
発
展
に
寄
与
す

る
技
術
が
展
示
さ
れ
る
。

　
今
回
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

で
オ
ン
ラ
イ
ン
展
示
と
な
っ

た
が
、
企
画
は
従
来
か
ら
一

層
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
。
オ

ン
ラ
イ
ン
展
示
は
、　

月
　

１０

２９

日
～
　
月
　
日
ま
で
の
約
１

１１

３０

カ
月
、
閲
覧
で
き
る
。
約
１

５
０
の
展
示
ブ
ー
ス
が
あ

り
、
出
展
社
の
製
品
や
取
り

組
み
を
動
画
や
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
資
料
で
紹
介
す
る
。
そ
れ

ぞ
れ
の
展
示
ブ
ー
ス
に
は
展

示
説
明
員
が
待
機
し
、
チ
ャ

ッ
ト
や
ビ
デ
オ
会
議
で
質
問

な
ど
も
行
え
る
（
　
／
　
、

１０

２９

　
の
み
で
　

　
～
　


３０

１０

００

１７

　
）
。
さ
ら
に
、
オ
ー
プ
ン

００チ
ャ
ッ
ト
や
オ
ン
ラ
イ
ン
名

刺
の
送
付
機
能
も
備
え
た
。

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
や
Ａ
Ｓ

研
、
共
催
３
団
体
の
最
新
技

術
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
オ

ン
デ
マ
ン
ド
配
信
、
基
調
講

演
や
技
術
交
流
サ
ロ
ン
の
ラ

イ
ブ
配
信
な
ど
を
予
定
し
て

い
る
。

　
電
線
関
連
で
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
や
５
Ｇ
関

連
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
拡

大
な
ど
で
ま
す
ま
す
重
要
に

な
る
『
通
信
ケ
ー
ブ
ル
最
前

　
「
つ
く
ば
フ
ォ
ー
ラ
ム
　
」
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
お
よ
び
Ａ
Ｓ
研
を
中
心
に
、
情

２０

報
通
信
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
協
会
（
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ａ
）、
通
信
電
線
線
材
協
会
、
全
国
通
信
用

機
器
材
工
業
協
同
組
合
の
共
催
３
団
体
な
ど
か
ら
　
社
（
前
回
比
　
社
減
）
が
出
展
、

８５

２０

来
場
者
数
約
１
万
人
（
前
回
比
±
ゼ
ロ
）
を
見
込
む
。
今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
と
な
っ
た
。
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
な
ど
新
し
い
生
活
様
式
が
浸
透

す
る
な
か
、
加
速
す
る
ス
マ
ー
ト
社
会
を
支
え
る
最
新
技
術
が
揃
う
。

線
』
な
ど
の
企
画
が
目
玉

だ
。
オ
ン
ラ
イ
ン
展
示
で
も

電
線
メ
ー
カ
ー
が
多
数
出
展

し
、
超
多
心
光
ケ
ー
ブ
ル
や

光
融
着
機
、
キ
ャ
プ
チ
ャ
装

置
な
ど
の
最
新
技
術
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
同
社
グ
ル
ー
プ
、 

共
催
団
体
等
展
示
が
充
実
 

三
位
一
体
で
企
画
展
示
も

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
は
、
ス

マ
ー
ト
な
社
会
を
実
現
す
る

ア
ク
セ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技

術
を
紹
介
す
る
。
展
示
テ
ー

マ
は
『
Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
構
想
を
実

現
す
る
革
新
技
術
』
と
『
事

業
へ
貢
献
す
る
先
端
技
術
』

の
二
本
柱
と
な
っ
た
。
空
間

多
重
光
フ
ァ
イ
バ
・
伝
送
技

術
や
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
の
無
線

品
質
向
上
技
術
、
保
守
運
用

の
自
動
化
技
術
を
紹
介
す
る
。

　
共
催
３
団
体
の
展
示
も
見

逃
せ
な
い
。
情
報
通
信
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
協
会
（
Ｉ
Ｔ

Ｅ
Ａ
）
は
、
情
報
通
信
イ
ン

フ
ラ
設
備
の
一
層
の
品
質
向

上
、
効
率
化
を
図
っ
た
製

品
、
台
風
な
ど
大
規
模
災
害

時
の
迅
速
な
設
備
復
旧
に
貢

献
す
る
製
品
群
を
多
数
紹
介

す
る
。

　
通
信
電
線
線
材
協
会
は
現

場
施
工
の
省
力
化
に
貢
献
す

る
製
品
か
ら
、
Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
に

繋
げ
る
モ
ノ
ま
で
、　

社
の

２６

最
新
製
品
・
技
術
を
『
通
信

ケ
ー
ブ
ル
最
前
線
』
、『
つ
な

ぐ
技
術
最
新
動
向
』
、『
架
空

関
連
技
術
勢
揃
い
』
の
３
ホ

ー
ル
で
展
示
す
る
。

　
全
国
通
信
用
機
器
材
工
業

協
同
組
合
（
全
通
協
）
は
、

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
に
寄
与

す
る
製
品
群
が
多
数
集
ま
っ

た
。
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
用

配
線
カ
バ
ー
や
光
ケ
ー
ブ
ル

用
金
具
、
携
帯
型
雷
探
知

機
、
温
度
フ
ァ
イ
バ
ー
セ
ン

シ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
最

新
製
品
が
目
玉
だ
。

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー

プ
、
共
催
団
体
の
三
位
一
体

の
取
り
組
み
と
し
て
企
画
展

示
も
実
施
す
る
。「
災
害
対
策

へ
の
貢
献
」
と
「
ニ
ュ
ー
ノ

ー
マ
ル
へ
の
貢
献
」
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
。

　
講
演
・
セ
ミ
ナ
ー
は
基
調

講
演
が
　
月
　
日
、
リ
ア
ル

１０

２９

タ
イ
ム
で
ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ

る
。
配
信
後
は
オ
ン
デ
マ
ン

ド
で
　
月
　
日
ま
で
サ
イ
ト

１１

３０

か
ら
視
聴
で
き
る
。

　
基
調
講
演
は
２
つ
あ
り
、

基
調
講
演
１
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
澤

田
純
代
表
取
締
役
社
長
社
長

執
行
役
員
が
登
壇
す
る
。
テ

ー
マ
は
「
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

社
会
に
お
け
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル

ー
プ
の
取
り
組
み
（
仮
）
」。

〈
　

　
～
　

　
〉

１０

１５

１１

００

　
基
調
講
演
２
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

西
日
本
の
上
原
一
郎
代
表
取

締
役
副
社
長
が
「
ス
マ
ー
ト

な
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け

て
～
ソ
ー
シ
ャ
ル
Ｉ
Ｃ
Ｔ
パ

イ
オ
ニ
ア
を
目
指
し
て
～
」

と
題
し
、
ラ
イ
ブ
配
信
を
行

う
。〈
　

　
～
　

　
〉

１１

１０

１１

５５

　
さ
ら
に
３
つ
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
実
施
し
、
最
新
の

研
究
開
発
動
向
を
解
説
す

る
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
す

べ
て
オ
ン
デ
マ
ン
ド
と
な

り
、　

月
　
日
～
　
月
　
日

１０

２９

１１

３０

ま
で
配
信
す
る
予
定
だ
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
１
「
ス

マ
ー
ト
イ
ン
フ
ラ
Ｐ
Ｆ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
」〈
Ｎ
Ｔ

Ｔ
イ
ン
フ
ラ
ネ
ッ
ト
ｍ
ａ
ｒ

ｔ
　
Ｉ
ｎ
ｆ
ｒ
ａ
推
進
部
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
戦
略
担
当

・
高
木
洋
一
郎
担
当
部
長
〉

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
２
「
次

世
代
光
線
路
技
術
の
研
究
開

発
の
取
り
組
み
」〈
Ｎ
Ｔ
Ｔ

ア
ク
セ
ス
サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ

ム
研
究
所
ア
ク
セ
ス
設
備
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
片
山
和
典
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
〉

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
３
「
Ａ

Ｐ
Ｎ
を
支
え
る
Ｐ
ｈ
ｏ
ｔ
ｏ

ｎ
ｉ
ｃ
　
Ｇ
ａ
ｔ
ｅ
ｗ
ａ
ｙ

と
光
ア
ク
セ
ス
技
術
」〈
Ｎ

Ｔ
Ｔ
ア
ク
セ
ス
サ
ー
ビ
ス
シ

ス
テ
ム
研
究
所
光
ア
ク
セ
ス

基
盤
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
吉
田

智
暁
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー

ジ
ャ
〉

　
社
（
　
社
減
）
、
来
場
　
人
（
±
ゼ
ロ
）

８５

２０

１００００

ス
マ
ー
ト
社
会
へ
、新
技
術
展
示

サイト上の展示ブース画面で、チャットも可能（１０／２９、３０のみ）

ク
セ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
高

度
化
・
経
済
化
と
、
デ
ジ
タ

ル
デ
ー
タ
で
の
設
備
の
構
築

か
ら
運
用
・
保
守
ま
で
ス
マ

ー
ト
化
を
実
現
す
る
。
空
間

多
重
光
フ
ァ
イ
バ
・
伝
送
技

術
、
開
通
／
保
守
作
業
の
効

率
化
、
光
フ
ァ
イ
バ
環
境
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
の
研
究
を

進
め
て
い
る
。

　
⑤
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ

ャ
技
術
は
、
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
、
事
業
継
続
を
支
え
る
通

信
基
盤
設
備
の
運
用
・
維
持

管
理
の
ス
マ
ー
ト
化
を
実
現

す
る
。
点
検
診
断
技
術
、
劣

化
被
災
予
測
技
術
、
補
修
・

補
強
技
術
が
あ
る
。

の
価
値
向
上
を
実
現
す
る
。

無
線
ア
ク
セ
ス
技
術
、
災
害

対
策
用
無
線
、
衛
星
通
信
、

無
線
伝
搬
技
術
の
開
発
を
推

進
し
て
い
る
。

　
③
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
技
術

は
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
・
Ａ
Ｉ
な
ど
を

駆
使
し
た
ス
マ
ー
ト
な
情
報

収
集
、
分
析
、
改
善
の
サ
イ

ク
ル
を
回
し
、
抜
本
的
な
業

務
効
率
化
、
新
し
い
働
き
方

の
価
値
創
出
を
実
現
す
る
。

具
体
的
に
は
、
業
務
ナ
ビ
ゲ

ー
シ
ョ
ン
、
Ｎ
ｅ
ｔ
ｗ
ｏ
ｒ

ｋ
―
Ａ
Ｉ
、
業
務
ナ
レ
ッ
ジ

知
能
化
な
ど
が
あ
る
。

　
④
オ
プ
テ
ィ
カ
ル
フ
ァ
イ

バ
ア
ク
セ
ス
技
術
は
、
光
ア

　
①
ア
ク
セ
ス
シ
ス
テ
ム
技

術
は
、
よ
り
高
速
で
低
コ
ス

ト
な
光
フ
ァ
イ
バ
通
信
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
。
フ
ォ
ト

ニ
ッ
ク
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
、
ア

ク
セ
ス
仮
想
化
技
術
、
映
像

伝
送
、　

Ｇ
―
Ｅ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
な

１０

ど
の
研
究
に
取
り
組
む
。

　
②
ワ
イ
ヤ
レ
ス
ア
ク
セ
ス

技
術
は
、
５
Ｇ
以
降
の
次
世

代
シ
ス
テ
ム
に
向
け
て
、
無

線
技
術
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

を
全
方
位
に
展
開
し
、
一
層

切
拙

績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績
績

テ
ム
技
術
、
②
ワ
イ
ヤ
レ
ス

ア
ク
セ
ス
技
術
、
③
オ
ペ
レ

ー
シ
ョ
ン
技
術
、
④
オ
プ
テ

ィ
カ
ル
フ
ァ
イ
バ
ア
ク
セ
ス

技
術
、
⑤
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ

ク
チ
ャ
技
術
が
あ
る
。

術
に
関
す
る
研
究
開
発
を
推

進
し
て
い
る
。

　
同
研
究
所
は
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
支
え
る
５
分
野
で
研

究
開
発
を
進
め
て
い
る
。
具

体
的
に
は
①
ア
ク
セ
ス
シ
ス

　
Ａ
Ｓ
研
は
、
最
先
端
の
研

究
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
実
用
的

な
開
発
に
つ
な
げ
、
新
た
な

サ
ー
ビ
ス
を
創
出
し
続
け
る

こ
と
で
多
様
な
社
会
の
実
現

を
目
指
し
、
光
ア
ク
セ
ス
技

す
る
こ
と
で
、
浸
水
ク
ロ
ー

ジ
ャ
改
修
業
務
の
効
率
を
改

善
す
る
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
普
及

し
た
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
に
関

連
し
た
技
術
も
あ
る
。
働
き

方
の
変
化
に
よ
っ
て
、
ク
ラ

ウ
ド
を
活
用
し
て
デ
ー
タ
を

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
で
処
理
す

る
仮
想
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
環
境

（
Ｖ
Ｄ
Ｉ
）
や
、
遠
隔
会
議

の
利
用
が
急
増
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
快
適
に
使
う
た
め

に
は
、
ユ
ー
ザ
ー
の
体
感
に

応
じ
て
最
適
な
ク
ラ
ウ
ド
サ

ー
ビ
ス
を
選
ぶ
必
要
が
あ

る
。
　
今
回
開
発
し
た
ク
ラ
ウ
ド

リ
ソ
ー
ス
技
術
で
は
、
ユ
ー

ザ
ー
の
過
去
の
ア
プ
リ
や
ク

ラ
ウ
ド
の
使
用
状
況
な
ど
を

分
析
し
、
自
動
的
に
最
適
な

ク
ラ
ウ
ド
リ
ソ
ー
ス
の
算
出

を
行
う
。

　
災
害
時
の
ケ
ー
ブ
ル
切
断

箇
所
を
推
定
す
る
技
術
は
、

災
害
時
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

被
災
箇
所
を
推
定
す
る
こ
と

で
、
迅
速
な
災
害
復
旧
と
業

務
効
率
化
を
実
現
す
る
も

の
。
マ
ル
チ
レ
イ
ヤ
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
統
合
管
理
す
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
リ
ソ
ー
ス
管

理
技
術
Ｎ
Ｏ
Ｉ
Ｍ
（
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
・
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
・

ウ
ィ
ズ
・
イ
ン
ジ
ェ
ク
テ
ッ

ド
・
モ
デ
ル
）
と
社
会
情
報

（
気
象
／
雨
量
／
障
害
情
報

な
ど
）
を
組
み
合
わ
せ
、
過

去
に
被
災
し
た
設
備
と
社
会

情
報
の
関
係
性
を
記
録
す
る

こ
と
で
、
新
た
な
災
害
発
生

時
に
被
災
す
る
可
能
性
が
高

い
設
備
を
推
定
す
る
。

　
ま
た
、
Ｍ
Ｔ
コ
ネ
ク
タ
の

接
続
状
態
を
診
断
す
る
技
術

は
、
Ｍ
Ｔ
コ
ネ
ク
タ
接
続
部

の
浸
水
状
態
を
遠
隔
で
把
握

ま
え
た「
動
的
無
線
制
御
」の

プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を
展
示
す
る
。

　
さ
ら
に
５
Ｇ
の
進
展
に
対

応
し
た
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
な
ど

の
無
線
品
質
の
可
視
化
、
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し

た
光
フ
ァ
イ
バ
環
境
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
技
術
な
ど
多
数
の
展

示
を
予
定
し
て
い
る
。

識
さ
せ
な
い
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な

通
信
環
境
を
提
供
す
る
。
今

回
は
、
人
・
モ
ノ
に
合
わ
せ

て
無
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
動

的
か
つ
プ
ロ
ア
ク
テ
ィ
ブ
に

（
事
前
予
測
し
て
）
用
意
さ

れ
る
世
界
を
目
指
し
、
複
数

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
方
式
や
、
動

的
配
置
可
能
な
基
地
局
を
踏

　
構
造
劣
化
診
断
シ
ス
テ
ム

で
は
、
モ
ー
ビ
ル
マ
ッ
ピ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
で
計
測
し
た
点

群
・
画
像
デ
ー
タ
か
ら
、
電

柱
・
ケ
ー
ブ
ル
を
モ
デ
ル
化

し
、
自
動
診
断
す
る
一
連
の

動
作
を
紹
介
す
る
。

ル
を
マ
ッ
プ
上
で
見
え
る
化

す
る
構
造
劣
化
判
定
シ
ス
テ

ム
や
、
災
害
時
の
ケ
ー
ブ
ル

切
断
箇
所
を
推
定
す
る
技

術
、
Ｍ
Ｔ
コ
ネ
ク
タ
の
接
続

状
態
を
診
断
す
る
技
術
な
ど

に
注
目
だ
。

ど
で
読
み
込
む
と
、
つ
く
ば

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
Ｈ
Ｐ
に
つ
な

が
る
。

　
展
示
期
間
は
　
／
　
～
　

１０

２９

１１

／
　
ま
で
。　

／
　
は
９


３０

１０

２９

　
開
場
、
ラ
イ
ブ
配
信
は
　

００

１０


　
か
ら
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
、

００
　

　
か
ら
基
調
講
演
１

１０

１５

（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
澤
田
社
長
）
、　１１


　
か
ら
基
調
講
演
２
（
Ｎ

１０
Ｔ
Ｔ
西
日
本
の
上
原
副
社

長
）
を
予
定
し
て
い
る
。

　
つ
く
ば
フ
ォ
ー
ラ
ム
　
の
２０

事
前
登
録
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
行
え
る
。
左
の
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

オンラインサイトの展示ホール

　
「
事
業
へ
貢
献
す
る
先
端

技
術
」
展
示
で
は
、
既
存
事

業
や
現
場
業
務
の
保
守
運
用

自
動
化
・
効
率
化
に
つ
な
が

る
先
端
技
術
を
解
説
す
る
。

施
工
現
場
の
省
力
化
や
昨

今
、
大
規
模
化
す
る
災
害
対

策
技
術
な
ど
が
揃
っ
た
。

　
電
線
関
連
で
は
、
ケ
ー
ブ

事業へ貢献する先端技術
ＮＴＴ展示Ⅱ

省力化、災害対策に注目

ル
を
事
前
予
測
す
る
通
信
エ

リ
ア
の
形
成
や
、
複
数
の
無

線
ア
ク
セ
ス
の
連
携
技
術
な

ど
に
よ
っ
て
、
無
線
品
質
を

制
御
す
る
技
術
。
様
々
な
ユ

ー
ザ
ー
要
求
と
電
波
状
況
に

対
応
で
き
る
柔
軟
な
無
線
通

信
環
境
を
構
築
し
、
ユ
ー
ザ

に
無
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
意

チ
コ
ア
光
フ
ァ
イ
バ
・
ケ
ー

ブ
ル
や
コ
ネ
ク
タ
な
ど
の
接

続
技
術
が
鍵
に
な
る
。

　
同
ブ
ー
ス
で
は
、
次
世
代

の
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
支
え

る
標
準
ク
ラ
ッ
ド
径
マ
ル
チ

コ
ア
光
フ
ァ
イ
バ
や
ケ
ー
ブ

ル
技
術
、
接
続
技
術
の
研
究

動
向
を
解
説
す
る
。

　
ま
た
、
オ
ー
ル
光
を
ア
ク

セ
ス
面
か
ら
支
え
る
技
術
と

し
て
、
Ａ
Ｓ
研
で
検
討
し
て

い
る
フ
ォ
ト
ニ
ッ
ク
ゲ
ー
ト

ウ
ェ
イ
を
デ
モ
で
紹
介
。
新

た
な
ユ
ー
ザ
装
置
を
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
接
続
し
た
際
に
、

ユ
ー
ザ
装
置
へ
の
波
長
割
当

と
光
パ
ス
の
設
定
を
自
動
で

行
い
、「
挿
せ
ば
つ
な
が
る
」

コ
ン
セ
プ
ト
を
実
証
、
ア
ピ

ー
ル
す
る
。

　
Ｃ
ｒ
ａ
ｄ
ｉ
ｏ
は
利
用
者

の
状
況
に
合
わ
せ
て
ト
ラ
ブ

ロ
ア
ク
テ
ィ
ブ
制
御
技
術
）

な
ど
の
ア
ク
セ
ス
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
革
新
技
術
を
紹
介
す

る
。
将
来
的
な
オ
ー
ル
光
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
構
築
に

向
け
、
大
容
量
高
速
伝
送
を

支
え
る
光
ケ
ー
ブ
ル
や
コ
ネ

ク
タ
な
ど
が
目
玉
だ
。

　
ス
マ
ホ
や
５
Ｇ
、
Ｉ
ｏ

Ｔ
、
Ａ
Ｉ
な
ど
で
情
通
ト
ラ

フ
ィ
ッ
ク
量
は
増
え
続
け
て

い
る
。
膨
大
な
情
報
処
理
に

対
応
す
る
た
め
、
従
来
の
情

報
通
信
シ
ス
テ
ム
よ
り
伝
送

容
量
や
処
理
能
力
の
優
れ
た

イ
ン
フ
ラ
を
構
築
す
る
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー
な
ど
電
力
消
費
量
の

増
大
に
伴
う
電
力
イ
ン
フ
ラ

の
敷
設
も
必
要
だ
。

　
Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
構
想
で
は
、
従

来
の
イ
ン
フ
ラ
の
限
界
を
超

え
た
大
容
量
高
速
伝
送
や
Ｉ

ｏ
Ｔ
な
ど
に
必
要
な
膨
大
な

計
算
リ
ソ
ー
ス
を
提
供
で
き

る
端
末
を
含
む
オ
ー
ル
光
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
　
年
の
仕
様
確

２４

定
、　

年
の
実
現
を
目
指
し

３０

て
お
り
、
同
構
想
で
は
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
必
要
な
マ
ル

・
伝
送
技
術
フ
ォ
ト
ニ
ッ
ク

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
技
術
、
Ｃ
ｒ

ａ
ｄ
ｉ
ｏ
（
マ
ル
チ
無
線
プ

　
「
Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
構
想
を
実
現

す
る
革
新
技
術
」
ブ
ー
ス
で

は
、
空
間
多
重
光
フ
ァ
イ
バ

オンラインサイトのロビーで、ここから講演やブースを視聴

Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
構
想
実
現
へ

空
間
多
重
光
フ
ァ
イ
バ
が
鍵

　
「
つ
く
ば
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
０
オ
ン
ラ
イ
ン
」（
主
催

Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
共
催

通
信
電
線
線
材
協
会
、
情
報
通
信
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
協
会
、
全
国
通
信
用
機
器
材
工
業
協
同
組
合
、
後
援

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
西
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ズ
）
が
　
月
　
日
と
　
日
の
２
日
間
、
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
開
催
さ
れ
る
。
ブ
ー
ス
展
示
は
　
月
　
日
ま
で
。　

回
目

１０

２９

３０

１１

３０

３１

と
な
る
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
ス
マ
ー
ト
な
社
会
を
実
現
す
る
ア
ク
セ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
～
Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
構
想
を
実
現
す

る
革
新
技
術
と
事
業
へ
貢
献
す
る
先
端
技
術
～
」
。
サ
イ
ト
は
主
に
①
講
演
、②
約
１
５
０
の
展
示
ブ
ー
ス
、
③
参
加

者
が
自
由
に
書
き
込
め
る
オ
ー
プ
ン
チ
ャ
ッ
ト
ス
ペ
ー
ス
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
／
Ａ
Ｓ
研
の
展
示
ブ
ー
ス

は
、
Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
構
想
を
実
現
す
る
革
新
技
術
、
事
業
へ
貢
献
す
る
先
端
技
術
を
紹
介
。
Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
構
想
を
支
え
る
次

世
代
オ
ー
ル
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
向
け
た
光
ケ
ー
ブ
ル
、コ
ネ
ク
タ
な
ど
、最
新
の
製
品
群
に
注
目
だ
。

コ
ロ
ナ
で
リ
モ
ー
ト
加
速

次
代
光
網
用
製
品
に
注
目

ＮＴＴ展示Ⅰ

光
ア
ク
セ
ス
開
発
に
注
力

５
分
野
の
研
究
を
推
進

ＡＳ研
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個
社
の
技
術
力
を
結
集

ギ
ガ
ス
ク
用
製
品
も
展
示

全通協

　
通
信
電
線
線
材
協
会
は
、

通
信
ケ
ー
ブ
ル
お
よ
び
関
連

の
所
内
外
設
備
全
般
に
関
わ

る
技
術
・
製
品
の
改
良
／
改

善
、
新
技
術
開
発
を
推
進
し

て
い
る
。

　
今
回
は
、
現
場
で
役
立
つ

も
の
か
ら
、
Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
と
関

連
す
る
も
の
ま
で
、　

社
の

２６

最
新
製
品
・
技
術
を
「
通
信

ケ
ー
ブ
ル
最
前
線
」「
つ
な

ぐ
技
術
最
新
動
向
」「
架
空

関
連
技
術
勢
揃
い
」
の
３
ホ

ー
ル
で
紹
介
す
る
。
超
多
心

光
ケ
ー
ブ
ル
や
多
心
光
フ
ァ

イ
バ
融
着
接
続
機
、
極
細
径

Ｌ
Ａ
Ｎ
ケ
ー
ブ
ル
ま
た
は
ス

ト
リ
ッ
パ
、
樹
脂
バ
ン
ド
な

ど
の
関
連
製
品
も
多
数
出
品

す
る
予
定
。

　
【
主
な
展
示
項
目
】

　
ホ
ー
ル
１
「
通
信
ケ
ー
ブ

ル
最
前
線
」

最
新
の
光
フ

ァ
イ
バ
ケ
ー
ブ
ル
、
融
着
接

続
機
、
光
メ
タ
ル
複
合
ケ
ー

ブ
ル
・
同
軸
ケ
ー
ブ
ル
・
Ｌ

Ａ
Ｎ
ケ
ー
ブ
ル
、
光
ケ
ー
ブ

ル
ア
ク
セ
サ
リ
ー
。
出
展
企

業
は
、
古
河
電
工
、
住
友
電

工
、
フ
ジ
ク
ラ
、
岡
野
電
線
、

住
友
電
工
オ
プ
テ
ィ
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
、
フ
ジ
ク
ラ
・
ダ
イ

ヤ
ケ
ー
ブ
ル
、
Ｏ
Ｃ
Ｃ
、
西

大
容
量
高
速
伝
送
の
基
盤

超
多
心
光
ケ
ー

ブ
ル 
や
融
着
機
出
品

通信電線
線材協会

日
本
電
線
。

　
ホ
ー
ル
２
「
つ
な
ぐ
技
術

最
新
動
向
」

光
コ
ネ
ク
タ

／
タ
ー
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
／
ス

プ
リ
ッ
タ
、
光
ク
ロ
ー
ジ
ャ

・
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
、
線
路
監

視
装
置
、
各
種
保
守
・
工
事

ツ
ー
ル
、　

Ｇ
Ｅ
製
品
・
メ

１０

デ
ィ
ア
コ
ン
バ
ー
タ
。
出
展

企
業
は
、
ジ
ャ
パ
ン
リ
ー
コ

ム
、
正
電
成
和
、
ス
ズ
キ
技

研
、
日
本
通
信
電
材
、
ト
ー

ツ
ー
創
研
、
フ
ジ
ク
ラ
ハ
イ

オ
プ
ト
、
ミ
リ
ケ
ン
・
ジ
ャ

パ
ン
、
コ
ー
ニ
ン
グ
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
。

　
ホ
ー
ル
３
「
架
空
関
連
技

術
勢
揃
い
」

新
型
コ
ン
ク

リ
ー
ト
柱
／
継
柱
／
鋼
管

柱
、
取
り
付
け
金
具
／
電
柱

標
識
板
／
Ｃ
Ｐ
キ
ャ
ッ
プ
／

樹
脂
バ
ン
ド
・
ケ
ー
ブ
ル
保

護
カ
バ
ー
、
高
耐
食
め
っ
き

品
／
粉
体
塗
装
金
物
、
穴
掘

り
建
柱
車
・
高
所
作
業
車
。

出
展
企
業
は
、
大
日
コ
ン
ク

リ
ー
ト
工
業
、
日
本
コ
ン
ク

リ
ー
ト
工
業
、
日
本
地
工
、

ア
イ
チ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
、
タ
ダ
ノ
、
イ
ワ
ブ
チ
、

須
田
製
作
所
、
浅
羽
製
作

所
、
カ
ン
ド
ー
、
川
熱
。

次
世
代
イ
ン
フ
ラ
構
築
へ

品
質
向
上
、効
率
化
技
術
が
多
数

ＩＴＥＡ
レ
ン
タ
ル
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
、
日
本
テ
レ
マ
テ
ィ
ー

ク
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
技
術
革

新
部
Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン
タ
、
Ｎ
Ｔ

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る

と
い
う
。
今
回
は
、
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン
を
さ
ら
に
推
進
し
、
豊

か
な
社
会
の
実
現
に
貢
献
す

る
た
め
の
最
新
技
術
を
紹
介

す
る
。
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
Ｉ
ｏ

Ｔ
の
新
サ
ー
ビ
ス
 、
Ｌ
Ａ
Ｎ

・
５
Ｇ
な
ど
将
来
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
に
向
け
た
最
新

の
製
品
群
を
出
品
予
定
。
昨

今
、
大
規
模
化
す
る
災
害
対

策
向
け
調
査
・
点
検
・
保
全

サ
ー
ビ
ス
や
、
Ａ
Ｉ
を
取
り

入
れ
た
検
査
・
点
検
製
品
、

省
力
化
な
ど
に
貢
献
す
る
Ｖ

Ｒ
安
全
意
識
向
上
サ
ー
ビ
ス

な
ど
に
も
注
目
だ
。

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
出
展

企
業
は
　
社
と
な
っ
た
。
出

１７

展
企
業
は
次
の
通
り
。

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
事
業
推
進
本
部
サ
ー
ビ

ス
運
営
部
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
推
進
本

部
高
度
化
推
進
部
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

東
日
本
―
南
関
東
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
は
、
自

己
変
革
を
加
速
し
、
信
頼
さ

れ
続
け
る
存
在
と
な
る
こ
と

で
、「
Ｙ
ｏ
ｕ
ｒ
　
Ｖ
ａ
ｌ

ｕ
ｅ
　
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
ｎ
ｅ
ｒ
」

と
し
て
社
会
的
課
題
を
解
決

ＤＸの推進で豊かな社会へ
ＮＴＴグループ

５Ｇ、ＶＲな　
　ど バリエーション多彩

　
情
報
通
信
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
協
会
（
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ａ
）
は
、

情
報
通
信
イ
ン
フ
ラ
設
備
の

構
築
・
維
持
・
復
旧
に
貢
献

す
る
団
体
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
に
培
っ
た
技
術
・
ノ
ウ
ハ

ウ
を
継
承
し
、
品
質
の
向
上

や
効
率
化
を
図
る
と
と
も

に
、
大
規
模
災
害
時
の
迅
速

な
設
備
復
旧
な
ど
、
安
心
・

安
全
で
信
頼
さ
れ
る
情
報
通

信
イ
ン
フ
ラ
設
備
の
実
現
を

目
指
し
て
お
り
、
今
回
そ
の

取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

　
鳥
獣
害
対
策
用
Ｈ
Ｓ
ケ
ー

ブ
ル
の
被
覆
を
簡
単
に
除
去

す
る
ツ
ー
ル
や
、
コ
ロ
ナ
禍

を
受
け
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
環

境
の
構
築
を
支
援
す
る
製
品

群
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
富
な

製
品
群
を
出
品
す
る
。
さ
ら

に
、
施
工
現
場
の
作
業
効
率

を
向
上
さ
せ
る
サ
ポ
ー
ト
ツ

ー
ル
や
既
設
管
路
を
簡
単
に

清
掃
で
き
る
ク
リ
ー
ナ
ー
、

多
様
化
す
る
電
気
通
信
設
備

工
事
に
柔
軟
な
対
応
が
可
能

と
な
る
開
発
品
な
ど
見
ど
こ

ろ
が
満
載
だ
。

　
主
な
展
示
製
品
は
、
Ｗ
ｉ

ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
対
策
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
、
可
搬
型
ス
マ
ー
ト

バ
ッ
テ
リ
ー
、
施
工
現
場
用

無
添
加
天
然
消
臭
剤
、
Ｖ
Ｅ

提
案
用
ツ
ー
ル
、
マ
ン
ホ
ー

ル
作
業
サ
ポ
ー
ト
ツ
ー
ル
、

発
着
信
履
歴
削
除
ア
プ
リ
、

新
型
Ｈ
Ｓ
カ
ッ
タ
ー
、
管
径

修
復
ド
リ
ル
ク
リ
ー
ナ
ー
な

ど
。
　
出
展
企
業
は
　
社
。

１７

　
エ
ク
シ
オ
グ
ル
ー
プ
か
ら

は
、
エ
ク
シ
オ
テ
ッ
ク
、
協

和
エ
ク
シ
オ
、
シ
ー
キ
ュ
ー

ブ
、
日
本
電
通
、
西
部
電
気

工
業
、
大
和
電
設
工
業
。

　
コ
ム
シ
ス
グ
ル
ー
プ
か
ら

は
、
日
本
コ
ム
シ
ス
、
Ｔ
Ｏ

Ｓ
Ｙ
Ｓ
、
Ｎ
Ｄ
Ｓ
、
北
陸
電

話
工
事
、
Ｓ
Ｙ
Ｓ
Ｋ
Ｅ
Ｎ
、

つ
う
け
ん
。

　
ミ
ラ
イ
ト
グ
ル
ー
プ
か
ら

は
、
ミ
ラ
イ
ト
、
ミ
ラ
イ
ト
・

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
、
ソ
ル
コ

ム
、
四
国
通
建
、
Ｔ
Ｔ
Ｋ
が

出
展
す
る
。

　
「
宇
宙
衛
星
利
用
」で
は
、

「
身
近
な
宇
宙
・
衛
星
利
用

の
世
界
を
実
現
す
る
た
め
の

期
待
と
課
題
」
に
関
し
て
議

論
を
深
め
る
。
政
府
の
宇
宙

基
本
計
画
で
は
、
宇
宙
産
業

の
市
場
規
模
で
は
　
年
代
早

３０

期
に
１
・
２
兆
円
規
模
拡
大

を
目
指
す
。
さ
ら
に
、
６
Ｇ

時
代
で
は
、
空
や
海
、
宇
宙

で
も
超
高
速
で
伝
送
す
る
超

カ
バ
レ
ッ
ジ
通
信
が
実
現
す

る
見
通
し
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
、
衛

星
や
成
層
圏
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
な
ど
を
活
用
し
上
空
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
し
、
い

つ
で
も
ど
こ
で
も
通
信
が
で

き
る
環
境
構
築
を
図
る
。
こ

の
テ
ー
マ
で
は
　
年
代
に
宇

３０

宙
・
衛
星
は
ど
の
く
ら
い
身

近
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
の

か
を
想
像
し
、
そ
れ
に
向
け

た
技
術
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
課
題

を
議
論
す
る
。（
　
／
　
、　

１０

２９

１４


　
～
　

　
）

００

１４

５０

　「
ス
マ
ー
ト
ア
ク
セ
ス
」で

は
、「
ス
マ
ー
ト
ア
ク
セ
ス
～

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
に
よ
る
自
動

施
工
・
遠
隔
制
御
に
向
け
て

～
」と
題
し
、実
際
の
施
工
現

場
の
生
の
声
を
交
え
な
が

ら
、意
見
交
換
す
る
。Ａ
Ｉ
や

Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
の
技
術
が
進
歩

す
る
な
か
、
重
機
に
よ
る
自

動
施
工
・
遠
隔
制
御
を
視
野

に
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
西
、Ｉ
Ｔ
Ｅ

Ａ
、通
信
建
設
会
社
の
抱
え

る
課
題
や
効
率
化
の
阻
害
要

因
（
メ
タ
ル
設
備
の
今
後
の

対
処
な
ど
）、研
究
開
発
へ
の

期
待
な
ど
を
話
し
合
う
。（
　１０

／
　
、　


　
～
　

　
）

３０

１０

３０

１１

２０

　
今
回
の
つ
く
ば
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
は
、
今
年
で
３
回
目
と

な
る
技
術
交
流
サ
ロ
ン
が
開

催
さ
れ
る
。
同
サ
ロ
ン
で

は
、
共
催
団
体
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ

ル
ー
プ
各
社
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
研
究

所
に
よ
る
三
位
一
体
の
取
り

組
み
と
し
て
、
テ
ー
マ
ご
と

に
各
社
の
事
例
を
紹
介
し
て

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
う
。
今
年
は
「
宇
宙
衛

星
利
用
」
と
「
ス
マ
ー
ト
ア

ク
セ
ス
」
の
２
テ
ー
マ
を
議

論
す
る
。　

／
　
、　

の
２

１０

２９

３０

日
間
ラ
イ
ブ
配
信
し
た
後
、

　
／
　
～
　
／
　
ま
で
オ
ン

１０

３１

１１

３０

ラ
イ
ン
サ
イ
ト
上
で
公
開
す

る
。

宇
宙
と
ス
マ
ー
ト

ア
ク
セ
ス

 

を
議
論

６
Ｇ
へ
、空
も
超
高
速
通
信

技術交流
サロン

Ｔ
西
日
本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部

ア
ク
セ
ス
設
備
部
門
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
フ
ィ
ー
ル
ド
テ
ク
ノ
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ズ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ワ
ー
ル
ド
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
マ
リ
ン
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
コ
ム
ウ
ェ
ア
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

イ
ン
フ
ラ
ネ
ッ
ト
、
ア
イ
レ

ッ
ク
技
建
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ア
ド
バ

ン
ス
テ
ク
ノ
ロ
ジ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

―
Ａ
Ｔ
テ
ク
ノ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ズ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
テ
ク

ノ
ク
ロ
ス
、
日
本
カ
ー
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
。　

　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

　
さ
ら
に
、
一
般
企
業
か
ら

以
下
の
　
社
が
出
展
を
予
定

１３

し
て
い
る
。
ア
ン
リ
ツ
、
Ｎ

Ｅ
Ｃ
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
マ
グ
ナ
ス
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
、
大

井
電
気
、
日
立
製
作
所
、
富

士
通
、
丸
文
、
三
菱
電
機
、

Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
、
サ
ン
レ
ッ
ク
、

原
田
産
業
、
三
喜
、
理
研
計

器
。

　
全
国
通
信
用
機
器
材
工
業

協
同
組
合
（
全
通
協
）
は
、

情
報
通
信
関
連
製
品
を
数
多

く
取
り
扱
っ
て
い
る
サ
プ
ラ

イ
ヤ
で
、
現
在
　
社
の
中
小

７５

企
業
組
合
員
が
集
ま
っ
て
い

る
。「
Ｄ
Ｘ
の
進
展
に
確
か

な
技
術
と
モ
ノ
創
り
で
挑
戦

す
る
全
通
協
」
を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
、
個
社
の
卓
越

し
た
技
術
力
に
よ
る
製
品
の

開
発
と
、
組
合
員
一
丸
と
な

っ
た
相
乗
効
果
に
よ
る
総
合

力
を
発
揮
し
て
、
Ｄ
Ｘ
の
進

展
を
目
指
し
て
お
り
、
今

回
、
そ
の
取
り
組
み
を
紹
介

す
る
。
全
国
の
小
、
中
学
校

な
ど
で
Ｐ
Ｃ
端
末
、
イ
ン
フ

ラ
を
配
備
す
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
向
け
製
品
や
ア
フ
タ

ー
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
製
品
な

ど
も
目
立
つ
。

　
主
な
展
示
項
目
は
、
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
向
け
配

線
カ
バ
ー
、
キ
ッ
テ
ィ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
で
役
立
つ
効
率
化

Ｂ
Ｏ
Ｘ
、
通
信
用
保
安
器
、

電
源
用
保
安
器
、
携
帯
型
雷

探
知
器
、
入
退
室
管
理
シ
ス

テ
ム
、
メ
タ
ル
線
路
故
障
位

置
探
索
器
、
温
度
フ
ァ
イ
バ

ー
セ
ン
シ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
、

新
型
埋
設
ケ
ー
ブ
ル
位
置
測

定
器
、
有
害
ガ
ス
検
知
器
、

光
コ
ネ
ク
タ
な
ど
。

　
出
展
企
業
は
、
マ
サ
ル
工

業
、
三
代
川
製
作
所
、
タ
カ

コ
ム
、
宮
川
製
作
所
、
日
辰

電
機
製
作
所
、
サ
ン
コ
ー
シ

ヤ
、
東
名
通
信
工
業
、
渡
辺

製
作
所
、
高
千
穂
産
業
、
三

和
電
気
工
業
、
長
村
製
作

所
、
大
栄
製
作
所
。

椙
頗
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菅
菅
菅
菅
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菅
菅
菅
菅
菅
菅
菅
菅
菅
菅
菅
菅
菅

　

―
つ
く
ば
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
の
概
要
は
？

２０　
「
今
年
の
テ
ー
マ
は
『
ス

マ
ー
ト
な
社
会
を
実
現
す
る

ア
ク
セ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　

～
Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
構
想
を
実
現
す

る
革
新
技
術
と
事
業
へ
貢
献

す
る
先
端
技
術
～
』
と
し

た
。
働
き
方
や
生
活
が
大
き

く
変
化
す
る
な
か
で
、
ス
マ

ー
ト
な
社
会
の
実
現
を
目
指

し
、
社
会
の
変
化
に
対
応
し

て
人
や
企
業
の
活
動
を
支
え

る
ア
ク
セ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
よ
り
発
展
さ
せ
た
い
と
い

う
思
い
を
込
め
た
。

　
今
回
の
展
示
ブ
ー
ス
数

は
、
Ａ
Ｓ
研
　
件
、
共
催
団

４７

体
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
　８５

件
、
企
画
展
示
　
件
と
な
っ

１２

た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ク

ラ
ウ
ド
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ズ
・
ジ
ャ
パ
ン
の
シ
ス
テ

ム
を
使
用
す
る
た
め
、
同
社

の
技
術
も
体
験
で
き
る
」

　

―
今
年
の
見
ど
こ
ろ

は
？
　
「
技
術
交
流
サ
ロ
ン
で

は
、
共
催
団
体
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ

ル
ー
プ
各
社
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
研
究

所
に
よ
る
三
位
一
体
の
取
り

組
み
と
し
て
、
テ
ー
マ
ご
と

に
各
社
の
事
例
を
紹
介
し
て

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
う
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
『
宇
宙

衛
星
利
用
』
と
『
ス
マ
ー
ト

ア
ク
セ
ス
』
の
２
件
。

　
『
宇
宙
衛
星
利
用
』で
は
、

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
や
ス
カ
パ
ー
Ｊ
Ｓ

Ａ
Ｔ
が
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
と

と
も
に
登
壇
し
、　

年
代
に

３０

宇
宙
・
衛
星
は
ど
の
く
ら
い

身
近
な
も
の
に
な
っ
て
い
る

の
か
を
想
像
し
、
そ
れ
に
向

け
た
技
術
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
課

題
を
議
論
す
る
。
さ
ら
に
Ｎ

Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
事
業
に
関

連
し
、
宇
宙
衛
星
の
研
究
開

発
に
対
す
る
期
待
に
つ
い
て

意
見
交
換
す
る
。

　
『
ス
マ
ー
ト
ア
ク
セ
ス
』

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ア
ク
セ
ス
サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム
研
究
所
（
Ａ
Ｓ
研
）
の
青
柳
雄
二
所
長
は
、

「
今
年
の
テ
ー
マ
は
『
ス
マ
ー
ト
な
社
会
を
実
現
す
る
ア
ク
セ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
～

Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
構
想
を
実
現
す
る
革
新
技
術
と
事
業
へ
貢
献
す
る
先
端
技
術
～
』
と
し

た
。
働
き
方
や
生
活
が
大
き
く
変
化
す
る
な
か
、
ス
マ
ー
ト
な
社
会
の
実
現
を
目
指

し
、
社
会
の
変
化
に
対
応
し
て
人
や
企
業
の
活
動
を
支
え
る
ア
ク
セ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
よ
り
発
展
さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
を
込
め
た
。
Ａ
Ｓ
研
の
技
術
展
示
は
　
件
４７

（
前
年
比
７
・
８
％
減
）
と
な
る
見
込
み
。
今
回
は
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
だ
が
、
逆
に

そ
の
特
長
を
活
か
し
、
展
示
や
イ
ベ
ン
ト
の
録
画
は
　
月
　
日
ま
で
閲
覧
で
き
る
よ

１１

３０

う
に
な
っ
た
」
と
述
べ
た
。（
取
材
協
力

姉
妹
紙
『
オ
プ
ト
コ
ム
』
）

で
は
、
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど

で
大
き
な
技
術
進
歩
が
み
ら

れ
る
な
か
、
従
来
の
業
務
を

抜
本
的
に
変
え
る
Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ

時
代
の
ア
ク
セ
ス
業
務
の
あ

り
か
た
を
議
論
。 
特
に
重

機
を
用
い
た
自
動
施
工
・
遠

隔
制
御
に
向
け
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東

西
、
通
信
建
設
会
社
が
抱
え

る
課
題
や
効
率
化
の
阻
害
要

因
、
Ｒ
＆
Ｄ
へ
の
期
待
に
つ

い
て
意
見
交
換
す
る
」

オ
ン
ラ
イ
ン
に
合
わ
せ
主
な
 

展
示
で
は
説
明
員
が
常
駐
し
 

チ
ャ
ッ
ト
等
で
質
問
も
可
能

　

―
Ａ
Ｓ
研
展
示
の
内
容

は
？
　
「
当
研
究
所
の
展
示
で

は
、
①
Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
構
想
を
実

現
す
る
革
新
技
術
と
、
②
事

業
へ
貢
献
す
る
先
端
技
術

の
、
２
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
に
分

け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
技
術
を

盤
設
備
の
点
検
作
業
の
効
率

化
に
向
け
、
電
柱
・
ケ
ー
ブ

ル
を
モ
デ
ル
化
し
自
動
診
断

す
る
構
造
劣
化
判
定
シ
ス
テ

ム
や
、
被
災
箇
所
推
定
技

術
、
絶
対
座
標
取
得
技
術
な

ど
が
あ
る
。

　
ま
た
、『
災
害
対
策
へ
の

紹
介
す
る
。
動
画
や
資
料
に

よ
る
説
明
の
ほ
か
、　

月
１０

　
、　

日
の
二
日
間
、
主
な

２９

３０

展
示
で
は
説
明
員
が
常
駐

し
、
チ
ャ
ッ
ト
や
Ｗ
ｅ
ｂ
ｅ

ｘ
で
質
問
に
回
答
で
き
る
よ

う
に
し
た
。

　
①
Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
構
想
を
実
現

す
る
革
新
技
術
で
は
、
Ｉ
Ｏ

Ｗ
Ｎ
構
想
の
実
現
の
た
め
、

当
研
究
所
が
取
り
組
む
マ
ル

チ
コ
ア
光
フ
ァ
イ
バ
・
ケ
ー

ブ
ル
技
術
、
フ
ォ
ト
ニ
ッ
ク

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
、
Ｃ
ｒ
ａ
ｄ

ｉ
ｏ
、
低
軌
道
衛
星
Ｍ
Ｉ
Ｍ

Ｏ
・
セ
ン
シ
ン
グ
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
技
術
な
ど
の
ア
ク

セ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
革
新

技
術
を
紹
介
す
る
。

　
②
事
業
へ
貢
献
す
る
先
端

技
術
で
は
、
保
守
運
用
自
動

化
・
効
率
化
技
術
な
ど
の
、

事
業
や
現
場
業
務
に
変
革
を

も
た
ら
し
、
社
会
課
題
解
決

へ
貢
献
す
る
先
端
技
術
を
紹

介
す
る
。
電
柱
な
ど
通
信
基

貢
献
』
や
『
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ

ル
へ
の
貢
献
』
を
テ
ー
マ
と

し
た
企
画
展
示
も
設
け
た
。

当
研
究
所
だ
け
で
な
く
共
催

団
体
の
取
り
組
み
も
交
え
て

展
示
す
る
」

　

―
Ａ
Ｓ
研
展
示
の
見
ど

こ
ろ
は
？

　
「
今
年
の
主
な
見
ど
こ
ろ

は
、
マ
ル
チ
無
線
プ
ロ
ア
ク

テ
ィ
ブ
制
御
技
術
『
Ｃ
ｒ
ａ

ｄ
ｉ
ｏ
』
と
な
る
。
当
研
究

働き方、生活様式が変化
柔軟なスマート社会構築

所
で
は
、
ユ
ー
ザ
ー
に
無
線

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
意
識
さ
せ

な
い
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
通
信
環

境
の
提
供
を
目
指
し
て
い

る
。
同
技
術
は
把
握
・
可
視

化
、
予
測
・
協
調
、
設
計
・

制
御
の
３
つ
の
技
術
を
高
度

化
・
連
携
さ
せ
た
マ
ル
チ
無

線
プ
ロ
ア
ク
テ
ィ
ブ
制
御
技

術
の
技
術
群
。『
Ｃ
ｒ
ａ
ｄ

ｉ
ｏ
』
は
、
ｃ
ｒ
ａ
ｄ
ｌ
ｅ

（
ゆ
り
か
ご
）
と
ｒ
ａ
ｄ
ｉ

ｏ
を
ベ
ー
ス
に
名
付
け
て
お

り
、
Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
の
構
成
要
素

と
し
て
研
究
を
進
め
て
い
る
。

　
同
技
術
は
、
様
々
な
方
式

の
無
線
が
伝
搬
し
て
い
る
な

か
、
ユ
ー
ザ
ー
の
無
線
が
上

手
く
切
り
替
わ
る
よ
う
、
状

況
を
把
握
し
、
制
御
す
る
。

そ
の
た
め
に
は
ユ
ー
ザ
ー
の

電
波
状
況
を
す
べ
て
把
握
す

る
必
要
が
あ
り
、
非
常
に
難

し
い
。
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
に
影

響
す
る
要
因
と
し
て
は
、
例

え
ば
駅
が
混
雑
す
る
時
間

帯
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
状
況

な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
把

握
し
て
Ａ
Ｉ
で
予
測
し
な
が

ら
、
伝
送
の
領
域
を
増
や
す

な
ど
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
し

て
、
ユ
ー
ザ
ー
が
使
い
や
す

く
す
る
。
今
回
は
そ
の
検
討

の
状
況
を
紹
介
す
る
」

次
世
代
オ
ー
ル
光
網
や
６
 

Ｇ
向
け
将
来
技
術
が
目
玉

　
「
マ
ル
チ
コ
ア
光
フ
ァ
イ

バ
・
ケ
ー
ブ
ル
技
術
に
つ
い

て
は
、
Ａ
Ｐ
Ｎ
を
支
え
る
光

伝
送
路
基
盤
の
実
現
に
向
け

た
、
標
準
ク
ラ
ッ
ド
径
マ
ル

チ
コ
ア
フ
ァ
イ
バ
技
術
、
ケ

ー
ブ
ル
技
術
、
接
続
技
術
の

研
究
動
向
を
紹
介
す
る
。

　
当
研
究
所
は
、
現
在
普
及

し
て
い
る
フ
ァ
イ
バ
と
同
じ

ク
ラ
ッ
ド
外
径
で
マ
ル
チ
コ

ア
光
フ
ァ
イ
バ
を
実
現
す
る

研
究
を
進
め
て
い
る
。
こ
の

研
究
に
よ
り
、
接
続
や
様
々

な
要
素
で
既
存
の
設
備
と
整

合
性
が
と
れ
、
施
工
の
耐
久

性
も
維
持
で
き
る
。
実
用
化

に
向
け
、
コ
ア
数
は
４
つ
が

現
実
的
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
こ
の
分
野
に
関
連

し
た
研
究
で
は
、
光
フ
ァ
イ

バ
内
の
モ
ー
ド
間
の
速
度
差

に
よ
る
信
号
劣
化
（
空
間
モ

ー
ド
分
散
）
を
抑
え
た
め
、

光
フ
ァ
イ
バ
の
最
適
設
計
に

加
え
、
ケ
ー
ブ
ル
内
に
お
け

る
フ
ァ
イ
バ
の
バ
ン
ド
リ
ン

グ
を
工
夫
す
る
と
い
う
も
の

も
あ
る
。
モ
ー
ド
分
割
多
重

伝
送
で
は
空
間
モ
ー
ド
分
散

に
よ
る
伝
送
性
能
劣
化
を
抑

え
る
こ
と
が
重
要
。
こ
の
課

題
解
決
に
有
効
な
手
段
と
し

て
期
待
で
き
る
。
フ
ァ
イ
バ

の
バ
ン
ド
ル
テ
ー
プ
の
巻
き

方
や
強
さ
で
分
散
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
る
。

大
容
量
高
速
伝
送
、柔
軟
な
 

リ
ソ
ー
ス
制
御
と
運
用
効
率
 

化
で
ス
マ
ー
ト
な
社
会
実
現

　
さ
ら
に
、
モ
バ
イ
ル
６
Ｇ

に
向
け
た
技
術
と
し
て
、
１

ユ
ー
ザ
ー
あ
た
り
１
０
０
Ｇ

ｂ
ｐ
ｓ
以
上
の
超
大
容
量
高

速
無
線
ア
ク
セ
ス
シ
ス
テ
ム

を
実
現
す
る
高
周
波
数
帯
分

散
ア
ン
テ
ナ
シ
ス
テ
ム
な
ど

が
あ
る
」

　

―
Ａ
Ｓ
研
の
研
究
開
発

に
つ
い
て
は
、
ど
う
か
？

　
「
当
研
究
所
の
開
発
分
野

は
、
①
ア
ク
セ
ス
シ
ス
テ
ム

技
術
、
②
ワ
イ
ヤ
レ
ス
ア
ク

セ
ス
技
術
、
③
オ
ペ
レ
ー
シ

ョ
ン
技
術
、
④
オ
プ
テ
ィ
カ

ル
フ
ァ
イ
バ
ア
ク
セ
ス
技

術
、
⑤
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク

チ
ャ
技
術
の
５
分
野
が
あ

る
。
　
当
研
究
所
で
は
こ
の
五
つ

の
分
野
で
最
先
端
の
ア
ク
セ

ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
要
素
技
術

を
確
立
し
、
そ
れ
ら
を
土
台

と
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能

の
高
度
化
、
リ
ソ
ー
ス
配
置

の
柔
軟
化
、
運
用
効
率
化
に

取
り
組
ん
で
い
る
」

　

―
今
後
の
課
題
は
？

　
「
研
究
５
分
野
で
、
特
に

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
は
、
よ

り
高
速
大
容
量
に
す
る
、
遅

延
を
短
く
す
る
、
信
頼
性
を

上
げ
る
な
ど
ベ
ー
ス
と
な
る

機
能
を
高
度
化
さ
せ
る
。
リ

ソ
ー
ス
配
置
は
、
ハ
ー
ド
や

ソ
フ
ト
の
配
置
を
自
由
化

し
、
メ
ー
カ
ー
も
気
に
せ

ず
、
柔
軟
に
配
置
・
制
御
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
。
運
用

効
率
化
は
、
日
本
の
労
働
人

口
は
減
少
し
て
い
る
た
め
、

人
を
介
さ
な
い
仕
事
の
や
り

方
に
し
て
い
く
。
こ
れ
ら
の

取
り
組
み
に
よ
り
、
Ｉ
Ｏ
Ｗ

Ｎ
構
想
の
具
現
化
と
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン（
Ｄ
Ｘ
）を
推
進
し
ス
マ

ー
ト
な
社
会
を
実
現
す
る
」

フジデンはあらゆるメーカーの製品を幅広く取り揃えています。
さらに、万全の配送・即納システムと全国をネットする情報システムが、
あらゆるご要望にお応えします。

フジデンはあらゆるメーカーの製品を幅広く取り揃えています。
さらに、万全の配送・即納システムと全国をネットする情報システムが、
あらゆるご要望にお応えします。

プライムタワー新浦安

（06）4804-1501
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廃棄電線を分離処理し、コンパクトにカット
◎分離された被覆材は工場内でのリサイクルが可能
◎引取業者による廃棄線材の買取価格がアップする
◎廃棄線材の保管が省スペースになる

OSTA Model
動力線廃材処理機

CV

■特徴
◎最大φ35、最長100Mまで電線の分離と
切断が可能（CV200sq、IV200sq）
◎タッチパネル・プッシュスイッチによ
るシンプルな操作性。
◎ボリュウムによる自動運転中の速度変
更が可能
◎処理長さは累積されるので廃棄処理さ
れた量が分かります。
（リセットにより累積長さは0になります)
◎電線がなくなると自動停止する『ワー
ク切れ』を搭載。
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藤倉商事株式会社
代表取締役 小堀 克宜

〔取扱い品目〕
■光ファイバ・光システム
■FPC・コネクタ他・電子部品
■メタルケーブル及び各種附属品
■鋲螺他・ファスナー製品
■油圧装置他産業用機械製品

本　社
支　店
海　外

〒１０４－００３３　東京都中央区新川1丁目２８番38号（東京ダイヤビルディング1号館11階）電話（０３）５５４１－５２２１
大阪・名古屋・北関東・北九州　営業所　那須・君津・北陸・伊勢・玉野・大分　
藤倉商事（大連）有限公司

29,400
58,800

より強く、より細く、より高品質に
単結晶ダイヤモンドダイス　　焼結ダイヤモンドダイス

◇伸線用ダイス ◇異形ダイス ◇圧縮導体ダイス ◇皮剥ぎダイス
◇錫引きガイドダイス ◇空引きダイス ◇フローティングダイス
◇ニップル ◇ワイヤカット放電加工機用ダイヤモンドワイヤダイス
◇超高圧ウォータジェットダイヤモンドノズル
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古
河
電
工
は
、
新
開
発
し

た
多
心
光
フ
ァ
イ
バ
融
着
機

Ｓ
１
２
４
Ｍ
４
、
同
Ｍ
８
に

続
き
、　

心
型
テ
ー
プ
心
線

１２

に
対
応
し
た
Ｍ
　
を
出
展
す

１２

る
。
　
Ｓ
１
２
４
Ｍ
４
お
よ
び
Ｍ

８
は
、
超
多
心
の
光
ケ
ー
ブ

ル
を
短
時
間
（
従
来
機
比
　４６

％
短
縮
）
で
施
工
で
き
、
世

界
最
速
レ
ベ
ル
の
高
速
動
作

を
実
現
し
、
高
く
評
価
さ
れ

て
い
る
。
同
社
製
光
フ
ァ
イ

バ
ス
ト
リ
ッ
パ
Ｓ
２
１
８
Ｒ

―
Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
や
光
フ
ァ
イ
バ

ホ
ル
ダ
Ｓ
７
１
２
Ａ
―
　
ｅ
１２

と
併
せ
る
こ
と
で
、
最
適
な

間
欠
テ
ー
プ
心
線
の
接
続
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と
な
る
。
Ｓ

１
２
４
Ｍ
―
　
は
単
心
線
～

１２

　
心
テ
ー
プ
心
線
ま
で
対
応

１２す
る
。
主
な
特
長
は
、
融
着

接
続
　
秒
、
加
熱
補
強
　
秒

１５

２８

の
高
速
動
作
、
タ
ッ
チ
パ
ネ

世
界
最
速
水
準
の
接
続

間
欠
テ
ー
プ
用
 多
心
光
融
着
機

ル
と
グ
ラ
フ
ィ
カ
ル
顧
客
イ

ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
で
操
作
を

簡
単
に
し
た
。
さ
ら
に
軸
ズ

レ
自
動
矯
正
支
援
機
構
を
装

備
し
、
　

―
　
端
末
の
リ
モ

Wi

Fi

ー
ト
操
作
、
デ
ー
タ
管
理
を

実
現
。
し
か
も
、
リ
モ
ー
ト

操
作
に
よ
る
不
具
合
発
生
時

の
遠
隔
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
可

能
に
し
た
。

多
心
光
フ
ァ
イ
バ
融
着
接
続

機
Ｓ
１
２
４
Ｍ

恨
懇

今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今

　
住
友
電
工
は
、「
超
小
型

光
フ
ァ
イ
バ
融
着
接
続
Ｔ
Ｙ

Ｐ
Ｅ
―
２
０
１
＋
」
と
「
高

機
能
型
光
キ
ャ
プ
チ
ャ
装

置
」
を
中
心
に
出
展
す
る
。

　
超
小
型
光
フ
ァ
イ
バ
融
着

接
続
は
、
世
界
最
小
な
う

え
、
最
軽
量
で
使
い
や
す
さ

を
極
め
た
。
業
界
№
１
小
型

タ
イ
プ
で
も
あ
り
、
超
大
容

量
バ
ッ
テ
リ
を
装
備
し
、
接

続
／
補
強
回
数
２
０
０
回
を

達
成
（
Ｂ
Ｕ
―
　
Ｘ
Ｌ
）。
低

１２

温
環
境
下
で
の
融
着
作
業
回

数
が
大
幅
に
向
上
し
た
。
し

か
も
、
バ
ッ
テ
リ
ー
の
着
脱

が
可
能
。
さ
ら
に
世
界
最
速

の
接
続
補
強
も
実
現
し
た
。

冷
却
フ
ァ
ン
を
搭
載
し
、
冷

却
時
間
を
含
む
補
強
時
間

は
、
標
準
ス
リ
ー
ブ
で
　３０

秒
、
ド
ロ
ッ
プ
用
ス
リ
ー
ブ

で
　
秒
を
達
成
し
た
。
加
え

９５
て
Ｖ
溝
照
明
機
構
を
搭
載

世
界
最
小
で
最
軽
量

光
フ
ァ
イ
バ
融
着
機

し
、
暗
い
場
所
で
の
Ｖ
溝
と

フ
ァ
イ
バ
の
視
認
性
が
向
上

し
た
。

　
「
高
機
能
型
光
キ
ャ
プ
チ

ャ
装
置
」
は
、
光
フ
ァ
イ
バ

線
路
切
替
工
事
後
の
伝
送
確

認
が
現
場
で
行
え
る
。
新
た

に
　
Ｇ
―
Ｅ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
や
専
用

１０
線
の
切
替
工
事
に
も
対
応
す

る
。

超
小
型
光
フ
ァ
イ
バ
融
着
接

続
機
Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ
―
２
０
１
＋

　
フ
ジ
ク
ラ
は
、「
光
ケ
ー

ブ
ル
」
、「
光
フ
ァ
イ
バ
融
着

接
続
機
」
と
「
作
業
現
場
安

心
安
全
Ｉ
ｏ
Ｔ
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
」
な
ど
、
多
彩
な
展
示

を
行
う
。

　
光
ケ
ー
ブ
ル
は
、「
高
密

度
架
空
用
Ｓ
Ｍ
型
光
フ
ァ
イ

バ
Ｈ
Ｓ
ケ
ー
ブ
ル
」
や
「
８

心
Ｓ
Ｍ
型
光
フ
ァ
イ
バ
Ｄ
Ｚ

―
Ｓ
ケ
ー
ブ
ル
」
な
ど
を
展

示
。
通
信
工
事
で
ニ
ー
ズ
が

高
い
多
心
融
着
接
続
機
は
、

可
搬
性
に
優
れ
た
　
Ｒ
、　

４１

１２

心
ま
で
一
括
接
続
を
可
能
と

し
た
　
Ｒ
　
を
展
示
。
融
着

９０

１２

接
続
機
は
無
線
通
信
に
よ

り
、
光
フ
ァ
イ
バ
カ
ッ
タ
Ｃ

Ｔ
　
の
切
断
心
数
や
状
態
管

５０
理
の
他
、
接
続
モ
ー
ド
設
定

と
連
動
し
て
多
心
光
フ
ァ
イ

バ
ス
ト
リ
ッ
パ
Ｒ
Ｓ
　
の
被

０３

覆
加
熱
条
件
を
自
動
で
変
更

す
る
。
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
対

可
搬
性
に
優
れ
る

多
心
融
着
機
　
Ｒ
４１

応
と
し
て
「
作
業
現
場
の
安

心
安
全
を
実
現
す
る
フ
ジ
ク

ラ
Ｉ
ｏ
Ｔ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

（
熱
中
症
お
よ
び
季
節
性
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
の
リ
ス

ク
み
え
る
化
）
」
も
紹
介
。

セ
ン
シ
ン
グ
か
ら
デ
ー
タ
の

み
え
る
化
、
ア
ラ
ー
ト
発
報

ま
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
サ
ー

ビ
ス
提
供
が
可
能
だ
。

光
フ
ァ
イ
バ
融
着
機
　
Ｒ
、

４１

フ
ァ
イ
バ
カ
ッ
タ
Ｃ
Ｔ
　
、
５０

ス
ト
リ
ッ
パ
Ｒ
Ｓ
　０３

　
フ
ジ
ク
ラ
・
ダ
イ
ヤ
ケ
ー

ブ
ル
は
、
Ｕ
Ｈ
Ｆ
帯
Ｒ
Ｆ
Ｉ

Ｄ
用
ケ
ー
ブ
ル
型
ア
ン
テ
ナ

「
細
径
漏
え
い
同
軸
ケ
ー
ブ

ル
Ｚ
Ｌ
Ｃ
Ｘ
シ
リ
ー
ズ
（
適

用
周
波
数
９
２
０
Ｍ

帯
＝

Ｚ
Ｌ
Ｃ
Ｘ
２
・
５
Ｄ
―
９
／

５
、
同
５
Ｄ
―
９
／
４
の
２

種
）
」
を
軸
に
す
る
。

　
双
方
と
も
、
ケ
ー
ブ
ル
か

ら
同
心
円
状
に
電
波
を
放
射

し
、
高
出
力
化
に
よ
っ
て
パ

ッ
シ
ブ
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
タ
グ
の
読

取
距
離
が
増
大
す
る
。
し
か

も
、
狭
い
ス
ペ
ー
ス
へ
の
配

線
が
可
能
で
あ
り
、
場
所
に

合
わ
せ
て
ケ
ー
ブ
ル
の
長
さ

を
選
択
で
き
る
。

　
ま
た
、
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
タ
グ
と

組
み
合
わ
せ
た
用
途
例
と
し

て
は
、
棚
上
で
の
リ
ア
ル
タ

イ
ム
な
物
品
管
理
や
、
特
定

エ
リ
ア
に
お
け
る
人
・
物
の

通
過
を
検
知
す
る
の
に
最
適

高
出
力
、省
ス
ペ

ー
ス 
配
線
が
可

『
細
径
漏
え
い
同
軸
ケ
ー
ブ
ル 
』

だ
。
　
ケ
ー
ブ
ル
の
標
準
外
径

は
、
Ｚ
Ｌ
Ｃ
Ｘ
２
・
５
Ｄ
―

９
／
５
が
０
・
９
㎜
、
Ｚ
Ｌ

Ｃ
Ｘ
５
Ｄ
―
９
／
４
は
２
・

０
㎜
。
許
容
屈
曲
半
径
（
最

終
固
定
時
）
は
、
Ｚ
Ｌ
Ｃ
Ｘ

２
・
５
Ｄ
―
９
／
５
が
　
㎜
、

60

Ｚ
Ｌ
Ｃ
Ｘ
５
Ｄ
―
９
／
４
は

１
０
０
㎜
。

細
径
漏
え
い
同
軸
ケ
ー
ブ
ル

Ｚ
Ｌ
Ｃ
Ｘ
シ
リ
ー
ズ

　
富
士
通
で
は
、「
タ
イ
ム

セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

キ
ン
グ
（
Ｔ
ｉ
ｍ
ｅ
　
Ｓ
ｅ

ｎ
ｓ
ｉ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ
　
Ｎ
ｅ
ｔ

ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
ｉ
ｎ
ｇ
〈
Ｔ
Ｓ
Ｎ
〉

ス
イ
ッ
チ
」
を
筆
頭
に
、「
ロ

ー
カ
ル
５
Ｇ
」
、「
生
体
認
証

手
の
ひ
ら
静
脈
認
証
入
退
室

装
置
」
、「
無
線
で
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
行

う
（
Ｏ
Ｔ
Ａ
リ
プ
ロ
）
シ
ス

テ
ム
」
な
ど
、
幅
広
い
分
野

の
展
示
を
行
う
。

　
こ
の
う
ち
「
Ｔ
Ｓ
Ｎ
ス
イ

ッ
チ
」
は
、
同
社
独
自
の
ｉ

Ｔ
Ａ
Ｓ
（
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｌ
ｌ
ｉ

ｇ
ｅ
ｎ
ｔ
　
Ｔ
ｉ
ｍ
ｅ
　
Ａ

ｗ
ａ
ｒ
ｅ
　
Ｓ
ｈ
ａ
ｐ
ｅ

ｒ
）
機
能
を
実
装
し
た
低
遅

延
イ
ー
サ
ネ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ

の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
。
低
遅
延

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
よ
り
簡
単

に
構
築
で
き
、
設
定
・
運
用

コ
ス
ト
を
大
幅
に
削
減
す

設
定
・
運
用
費
を
大
削
減

「
Ｔ
Ｓ
Ｎ
ス
イ
ッ
チ
」

る
。
ま
た
、
今
回
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
は
、（
Ｔ
Ｓ
Ｎ
）
ス
イ

ッ
チ
の
説
明
動
画
を
流
す
予

定
だ
。
一
方
、「
ロ
ー
カ
ル

５
Ｇ
シ
ス
テ
ム
」
は
、「
も
の

づ
く
り
と
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
」

と
「
Ｄ
Ｘ
を
支
え
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
イ
ン
フ
ラ
」
の
２
つ

を
出
品
し
て
い
く
。

　
Ｏ
Ｃ
Ｃ
は
、
耐
環
境
特
性

に
優
れ
た
光
フ
ァ
イ
バ
ケ
ー

ブ
ル
『
Ｍ
―
Ｐ
Ａ
Ｃ
』
お
よ

び
そ
れ
ら
の
応
用
製
品
を
出

展
す
る
。

　
『
Ｍ
―
Ｐ
Ａ
Ｃ
』は
、光
フ

ァ
イ
バ
を
直
接
ス
テ
ン
レ
ス

パ
イ
プ
で
保
護
し
た
ユ
ニ
ッ

ト
を
中
心
に
構
成
さ
れ
、

『
耐
久
性
』
、『
施
工
取
り
扱

い
性
』
に
優
れ
る
ほ
か
『
長

尺
製
品
』
の
提
供
が
可
能
な

製
品
で
あ
る
。『
細
線
外
装

Ｍ
―
Ｐ
Ａ
Ｃ
』
は
、
耐
環
境

性
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
た
製

品
で
あ
り
、
山
間
部
な
ど
の

ル
ー
ラ
ル
エ
リ
ア
、
ダ
ム
な

ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

に
も
使
用
可
能
で
、
Ａ
Ｐ
Ｔ

パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

な
ど
で
も
採
用
さ
れ
た
実
績

を
持
っ
て
い
る
。

　
今
年
８
月
に
は
、
Ｍ
―
Ｐ

Ａ
Ｃ
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り

国
交
省
 Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
に
登
録

光
ケ
ー
ブ
ル 『
Ｍ
―
Ｐ
Ａ
Ｃ
』

低
コ
ス
ト
で
高
信
頼
性
の
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
で

き
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
国

土
交
通
省
新
技
術
情
報
提
供

シ
ス
テ
ム
（
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
）

に
登
録
さ
れ
た
。
技
術
名
称


低
コ
ス
ト
光
通
信
網
構
築

が
可
能
な
耐
環
境
光
ケ
ー
ブ

ル
、
登
録
番
号

Ｋ
Ｔ
―
２

０
０
０
６
３
―
Ａ

恨
懇

今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今

　
コ
ー
ニ
ン
グ
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
は
屋
内
配
線
用

「
ク
リ
ア
ト
ラ
ッ
ク
光
フ
ァ

イ
バ
モ
ー
ル
」
と
「
プ
レ
コ

ン
／
Ｅ
ｖ
ｏ
ｌ
ｖ
 Ｓ
ｏ
ｌ

ｕ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」
の
国
内
展
開

を
強
化
す
る
。

　
ク
リ
ア
ト
ラ
ッ
ク
光
フ
ァ

イ
バ
モ
ー
ル
は
、
構
内
や
住

居
内
で
の
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
の
構
築
を
綺
麗
、
簡
単

に
行
え
る
シ
ス
テ
ム
。
透
明

で
配
線
が
見
え
に
く
く
、
エ

ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
に
そ
の
存
在

を
意
識
さ
せ
な
い
。
光
ケ
ー

ブ
ル
の
被
覆
に
あ
ら
か
じ
め

透
明
テ
ー
プ
が
付
い
て
お

り
、
施
工
も
簡
単
。
透
明
光

フ
ァ
イ
バ
、
配
線
モ
ー
ル
、

小
型
の
ド
ロ
ッ
プ
ポ
イ
ン
ト

ウ
ォ
ー
ル
プ
レ
ー
ト
、
室
内

コ
ン
セ
ン
ト
用
取
り
付
け
フ

ェ
ー
ス
プ
レ
ー
ト
、
シ
ャ
ッ

タ
付
き
Ｓ
Ｃ
コ
ネ
ク
タ
な
ど

配
線
が
見
え
ず
美
観
維
持

透
明
光
フ
ァ
イ
バ
モ
ー
ル

を
品
揃
え
し
た
。

　
プ
レ
コ
ン
シ
リ
ー
ズ
は
、

「
よ
り
早
く
」
、「
よ
り
簡
単

に
」「
信
頼
性
の
あ
る
」
を
目

標
に
開
発
し
た
光
ス
プ
リ
ッ

タ
タ
ー
ミ
ナ
ル
。
コ
ン
パ
ク

ト
で
省
力
化
に
貢
献
し
、
嵌

合
感
・
音
な
ど
で
一
層
使
い

や
す
い
製
品
と
な
っ
た
。

　
Ｎ
Ｅ
Ｃ
は
フ
ァ
イ
バ
セ
ン

シ
ン
グ
と
コ
ヒ
ー
レ
ン
ト
光

セ
ン
サ
な
ど
を
紹
介
す
る
。

　
①
フ
ァ
イ
バ
セ
ン
シ
ン
グ

は
、
既
設
の
光
網
を
用
い
て

長
距
離
、
高
分
解
能
リ
モ
ー

ト
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
で
音
、

振
動
、
温
度
の
情
報
を
デ
ジ

タ
ル
化
。
こ
の
フ
ァ
イ
バ
セ

ン
シ
ン
グ
技
術
に
Ａ
Ｉ
分
析

や
デ
ー
タ
解
析
を
加
え
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
電
柱
の
ひ
び
割

れ
検
知
や
、
道
路
の
路
面
状

態
、
混
雑
状
況
、
車
両
の
種

類
な
ど
を
検
知
す
る
。

　
②
コ
ヒ
ー
レ
ン
ト
光
セ
ン

サ
は
、
長
距
離
高
感
度
で
デ

ジ
タ
ル
信
号
処
理
技
術
を
リ

モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
に
適
用

し
、
実
空
間
の
モ
ノ
の
形
状

や
動
き
を
広
範
囲
で
詳
細
に

デ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
車
・
構
造
物
・
自
然

物
な
ど
の
形
状
や
状
態
を
サ

 
 
電
柱
の
ひ
　

　
び 
割
れ
検
知

フ
ァ
イ
バ
セ
ン
シ
ン
グ

コ
ン
ク
リ

イ
バ
ー
空
間
で
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
す
る
。「
形
状
把
握
や
外

周
侵
入
検
知
な
ど
の
施
設
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
」や「
微
小
な
劣

化
診
断
」
可
能
な
シ
ス
テ
ム

と
し
て
、
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ

や
防
犯
面
で
安
全
保
全
点
検

維
持
管
理
業
務
の
高
度
化
、

効
率
化
に
貢
献
す
る
。

　
住
友
電
工
オ
プ
テ
ィ
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
は
、「
鳥
害
対
策

商
品
」と「
高
強
度
光
コ
ー
ド

／
光
ケ
ー
ブ
ル
」
を
軸
に
出

展
す
る
。

　
「
鳥
害
対
策
商
品
」
は
、

架
空
ケ
ー
ブ
ル
に
停
ま
っ
た

鳥
類
の
糞
害
な
ど
を
防
止
す

る
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ィ
ー
ル
ド
テ

ク
ノ
と
共
同
開
発
し
、
バ
ー

ド
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
ラ
イ
ン
Ｂ

Ｄ
Ｌ
と
バ
ー
ド
デ
ィ
フ
ェ
ン

ス
ホ
ル
ダ
ー
Ｂ
Ｄ
Ｈ
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。
Ｂ
Ｄ
Ｌ
の
糸

は
約
０
・
９
φ
で
、
抗
張
力

繊
維
を
樹
脂
被
覆
し
、
耐
候

性
を
考
慮
し
た
。一
方
、ホ
ル

ダ
ー
Ｂ
Ｄ
Ｈ
は
、
ワ
ン
タ
ッ

チ
で
固
定
で
き
る
た
め
、
作

業
性
が
改
善
し
た
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ

西
の
社
長
賞
を
受
賞
し
た
。

　
高
強
度
光
コ
ー
ド
／
光
ケ

ー
ブ
ル
「
タ
フ
ラ
イ
ト
コ
ー

ド
／
ケ
ー
ブ
ル
」
は
、
強
度

糞
害
な
ど
を
防
止
へ

『
鳥
害
対
策
商
品
』

を
従
来
比
２
倍
に
ア
ッ
プ
し

た
品
種
。
コ
ー
ド
引
っ
か

け
、
扉
へ
の
挟
み
込
み
な
ど

に
強
い
。
Ｒ
　
、
Ｒ
７
・
５

１５

を
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
し
た
。
キ

ン
ク
せ
ず
、
曲
げ
癖
が
付
き

に
く
く
、
折
れ
に
く
い
。

鳥
害
対
策
商
品
バ
ー
ド
デ
ィ

フ
ェ
ン
ス
ラ
イ
ン
Ｂ
Ｄ
Ｌ
バ

ー
ド
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
ホ
ル
ダ

ー
Ｂ
Ｄ
Ｈ

恨
懇
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今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
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原
田
産
業
は
、
カ
ナ
ダ
の

測
定
器
メ
ー
カ
ー
Ｅ
Ｘ
Ｆ
Ｏ

社
製
「
光
フ
ァ
イ
バ
マ
ル
チ

メ
ー
タ
ー
Ｏ
Ｘ
１
」
の
拡
販

に
傾
注
す
る
。

　
こ
の
製
品
は
、
宅
内
か
ら

局
内
ま
で
、
誰
で
も
簡
単
に

使
え
る
光
フ
ァ
イ
バ
用
テ
ス

誰
で
も
迅
速
、正
確
に
測
定

光
フ
ァ
イ
バ
マ
ル
チ
メ
ー
タ
ー

タ
ー
。
簡
単

な
操
作
で
迅

速
、
正
確
に

光
フ
ァ
イ
バ

の
リ
ン
ク
状

況
の
正
常
性

確
認
と
障
害

位
置
測
定
が

光
フ
ァ
イ
バ
マ
ル
チ
メ
ー
タ
ー
Ｏ
Ｘ
１

　
フ
ジ
ク
ラ
ハ
イ
オ
プ
ト
は

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｓ
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ア

ク
セ
ス
ツ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
）

に
傾
注
し
、
通
信
工
事
業
者

へ
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

　
こ
の
製
品
は
、
高
所
作
業

車
を
使
わ
ず
に
架
空
光
ケ
ー

ブ
ル
を
地
上
か
ら
敷
設
で
き

る
シ
ス
テ
ム
。
バ
ケ
ッ
ト
車

を
使
用
せ
ず
に
地
上
か
ら
施

工
で
き
る
た
め
、
昇
柱
作
業

が
不
要
に
な
り
、
さ
ら
に
狭

い
道
路
で
も
通
線
作
業
が
行

え
る
。

　
施
工
方
法
は
、
操
作
棒
に

取
付
け
た
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｓ
に
ケ
ー

ブ
ル
ま
た
は
牽
引
ひ
も
を
付

け
、
操
作
棒
を
持
ち
上
げ
て

同
社
製
コ
サ
イ
ン
カ
ー
ブ
長

尺
ハ
ン
ガ
ー
な
ど
の
一
束
化

部
材
内
へ
ツ
ー
ル
を
通
し
て

い
く
。
完
了
後
、
操
作
棒
を

下
げ
て
牽
引
ひ
も
の
後
端
に

ケ
ー
ブ
ル
を
連
結
さ
せ
て
牽

架
空
光
線
を
地
上
か
ら
敷
設

 

ツ
ー
ル
シ
ス
テ
ム

グ
ラ
ウ
ン
ド

ア

ク

セ
ス

引
ひ
も
を
引
き
込
み
な
が
ら

ケ
ー
ブ
ル
を
通
線
す
る
。

　
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｓ
本
体
の
サ
イ
ズ

は
縦
３
２
５
㎜
×
横
６
８
０

㎜
、
厚
さ
　
㎜
、
重
量
は
約

５０

１
・
４
㎏
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
西
の

施
工
現
場
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ト

ラ
イ
ア
ル
と
製
品
本
体
の
改

良
を
重
ね
、
安
全
性
を
追
求

し
た
製
品
と
な
っ
た
。

　
西
日
本
電
線
は
、
携
帯
基

地
局
用
同
軸
コ
ネ
ク
タ
向
け

携
帯
基
地
局
で
も
多
数
採
用

常
温
収
縮
チ
ュ
ー
ブ

常
温
収
縮
チ
ュ
ー
ブ
を
軸
に

来
場
者
へ
訴
求
す
る
。

　
こ
の
製
品
は
、
熱
源
を
必

要
と
し
な
い
収
縮
チ
ュ
ー

ブ
。
テ
ー
プ
巻
き
が
困
難
な

狭
所
で
も
、
短
時
間
、
安
全
、

均
一
に
防
水
・
保
護
・
絶
縁

が
行
え
る
。
施
工
方
法
は
、

先
端
の
ス
ト
ッ
パ
ー
を
外
し

て
、
ゴ
ム
を
押
出
被
覆
し
、

ス
ペ
ー
サ
ー
を
引
き
抜
く
の

み
。
従
来
の
熱
収
縮
チ
ュ
ー

ＴＳＮスイッチ用インターフェイスカード

ブ
と
比
べ
、
施
工
時
間
を
短

縮
し
、
取
り
付
け
に
か
か
る

コ
ス
ト
の
低
減
に
貢
献
す

る
。
さ
ら
に
、
良
好
な
耐
候

性
も
備
え
、
屋
外
で
も
使
用

で
き
る
。
高
い
気
密
性
に
よ

っ
て
水
の
侵
入
を
防
ぎ
、
防

錆
性
も
あ
る
。

　
材
質
は
汎
用
的
で
幅
広
く

使
え
る
エ
チ
レ
ン
プ
ロ
ビ
レ

ン
ゴ
ム
製
と
寒
冷
地
仕
様
の

シ
リ
コ
ー
ン
ゴ
ム
製
。
ま

た
、
ス
ト
レ
ー
ト
形
状
の
ク

イ
ッ
ク
チ
ュ
ー
ブ
、
異
径
形

状
の
コ
ン
チ
ュ
ー
ブ
を
品
揃

え
し
、
携
帯
基
地
局
用
同
軸

コ
ネ
ク
タ
向
け
、
低
圧
ケ
ー

ブ
ル
接
続
部
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
増

幅
器
同
軸
コ
ネ
ク
タ
な
ど
に

多
数
採
用
実
績
が
あ
る
。

常温収縮チューブ

行
え
る
。
同
テ
ス
タ
ー
は
、

回
線
の
品
質
を
５
段
階
で
自

動
評
価
し
、
不
良
が
疑
わ
れ

る
回
線
も
自
動
で
検
知
す

る
。
Ｏ
Ｔ
Ｄ
Ｒ
（
光
パ
ル
ス

試
験
器
）
と
は
異
な
り
、
光

フ
ァ
イ
バ
距
離
を
波
形
で
は

な
く
数
値
で
表
現
し
、
誰
で

も
分
か
り
や
す
い
。

　
同
メ
ー
タ
ー
は
、
ケ
ー
ブ

ル
長
、
挿
入
ロ
ス
、
光
リ
タ

ー
ン
ロ
ス
を
表
示
す
る
。
３

秒
で
光
フ
ァ
イ
バ
ケ
ー
ブ
ル

リ
ン
ク
の
検
証
、
５
秒
で
故

障
点
の
探
索
、　

秒
で
リ
ン

１０

ク
全
体
の
マ
ッ
ピ
ン
グ
が
実

現
で
き
る
。
シ
ン
グ
ル
モ
ー

ド
の
測
定
距
離
は
最
長
　
㎞
４０

ま
で
対
応
す
る
。
コ
ネ
ク
タ

の
現
場
交
換
も
簡
単
だ
。

プレコン／Evolv Solution

ファイバセンシング装置地上から光ケーブル通線

耐
環
境
特
性
に
優
れ
た
光
ケ

ー
ブ
ル
「
Ｍ
―
Ｐ
Ａ
Ｃ
」



  （９） ２０２０年（令和２年）１０月１９日・２６日（月曜日） （第３種郵便物認可） 第４２１８号

　
岡
野
電
線
は
、　

Ｍ
Ｐ
Ｏ

１２

光
コ
ー
ド
・
ケ
ー
ブ
ル
シ
リ

　
～
　
心
、難
燃
で
し
な
や
か

１２

４８
Ｍ
Ｐ
Ｏ
光
コ
ー
ド
シ
リ
ー
ズ

ー
ズ
を
主
軸
に
据
え
た
。

　
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、　

心
１２

ラ
ウ
ン
ド
光
コ
ー
ド
と
、
こ

れ
を
二
重
被
覆
し
た
　
心
ト

１２

ラ
ン
ク
光
ケ
ー
ブ
ル
、
ラ
ウ

ン
ド
コ
ー
ド
を
集
合
撚
り
し

た
　
心
ラ
ウ
ン
ド
光
ケ
ー
ブ

４８
ル
の
３
品
種
で
構
成
さ
れ

る
。
ケ
ー
ブ
ル
の
被
覆
は
ノ

ン
ハ
ロ
ゲ
ン
難
燃
エ
ラ
ス
ト

マ
ー
を
使
用
し
て
お
り
、
難

燃
性
を
備
え
て
い
る
。

恨
懇

今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今

　
マ
サ
ル
工
業
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
基
づ
く

学
校
内
配
線
工
事
用
配
線
カ

バ
ー
を
３
種
類
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
し
た
。

　
同
社
は
、
金
属
の
堅
牢
性

を
持
つ
メ
タ
ル
モ
ー
ル
、
樹

脂
モ
ー
ル
に
金
属
の
美
観
と

強
度
を
兼
ね
備
え
た
メ
タ
ル

エ
フ
モ
ー
ル
の
従
来
品
に
加

え
、
新
た
に
樹
脂
製
の
「
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
用
モ
ー

ル
」
を
品
揃
え
。

　
新
製
品
は
Ｃ
Ａ
Ｔ
６
Ａ
の

Ｌ
Ａ
Ｎ
ケ
ー
ブ
ル
の
収
納
に

特
化
し
た
配
線
カ
バ
ー
で
、

最
大
２
条
収
納
で
き
る
。
樹

脂
製
の
た
め
軽
量
で
、
切
断

や
施
工
も
容
易
な
こ
と
か
ら

工
期
の
短
縮
に
貢
献
す
る
。

付
属
品
の
マ
ガ
リ
、
デ
ズ

ミ
、
イ
リ
ズ
ミ
は
Ｃ
Ａ
Ｔ
６

Ａ
ケ
ー
ブ
ル
の
曲
げ
許
容
半

径
を
確
保
し
、
通
信
速
度
の

Ｃ
Ａ
Ｔ
６
Ａ
を
２
条
収
納

ギ
ガ
ス
ク
用
配
線
カ
バ
ー

低
下
を
防
ぐ
。
３
種
の
モ
ー

ル
は
外
形
寸
法
が
同
じ
で
、

付
属
品
を
使
用
し
て
相
互
に

接
続
で
き
、
様
々
な
現
場
の

状
況
に
応
じ
組
み
合
わ
せ
て

使
用
で
き
る
。

　
協
和
エ
ク
シ
オ
は
、
Ｖ
Ｅ

提
案
採
用
品
お
よ
び
現
場
で

役
立
つ
提
案
品
　
点
の
ほ

１０

か
、
企
画
展
示
に
は
感
染
症

・
災
害
対
策
に
対
応
し
た
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
　
点
を
出
品

１３

す
る
。

　
な
か
で
も
同
社
が
注
力
し

て
い
る
の
が
「
布
製
工
事
標

示
板
」。
同
製
品
は
軽
量
で
、

丸
め
て
収
納
で
き
る
た
め
、

高
所
作
業
車
に
も
容
易
に
積

載
可
能
。
運
搬
時
の
周
囲
・

足
元
の
確
認
が
容
易
で
、
転

倒
や
接
触
事
故
を
防
止
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
国
道
な
ど
を
占
用
し
て
工

事
を
行
う
際
、
通
行
者
や
車

輌
に
対
し
、
工
事
情
報
を
分

か
り
や
す
く
提
供
す
る
「
工

事
標
示
板
」
の
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
従
来
の
鋼
製
の
標
示
板

は
　
㎏
程
度
あ
り
、
脚
も
含

１０

布
製
工
事
標
示
板
に
注
力

丸
め
て
収
納
可
能

む
と
１
６
５
㎝
×
１
１
０
㎝

と
大
き
い
。

　
そ
こ
で
同
社
は
、
１
４
０

㎝
×
１
１
０
㎝
サ
イ
ズ
の
布

製
軽
量
工
事
標
示
板
を
開
発

し
た
。
鋼
製
標
示
板
は
接
触

予
防
の
た
め
緩
衝
材
が
必
要

だ
っ
た
が
、
布
製
は
接
触
し

て
も
安
全
な
た
め
、
ク
ッ
シ

ョ
ン
が
不
要
で
あ
る
。

赤
い
光
で
識
別
簡
単

透
明
ア
ダ
プ
タ
、Ｄ
Ｃ
に
最
適

　
ス
ズ
キ
技
研
は
、「
流
量

発
信
器
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
」

に
注
力
し
て
い
る
。

　
同
製
品
は
、
流
量
発
信
器

を
分
配
装
置
に
ワ
ン
タ
ッ
チ

で
取
り
付
け
・
取
り
外
し
可

能
で
、
分
配
装
置
背
面
が
密

集
状
態
と
な
っ
て
い
る
場
合

で
も
作
業
で
き
る
。
ケ
ー
ブ

ル
１
条
あ
た
り
作
業
時
間
を

約
　
分
短
縮
す
る
。

１０
　
さ
ら
に
、
別
売
り
の
線
路

用
保
守
用
品
「
６
Ｇ
Ｐ
ワ
ン

タ
ッ
チ
」を
併
用
し
た
場
合
、

取
り
付
け
・
取
り
外
し
作
業

に
工
具
が
不
要
と
な
る
。

「
６
Ｇ
Ｐ
ワ
ン
タ
ッ
チ
」は
、

流
量
発
信
器
と
配
管
を
ワ
ン

タ
ッ
チ
で
着
脱
で
き
る
製
品

で
、
ワ
ン
タ
ッ
チ
部
が
３
６

０
度
回
転
す
る
た
め
パ
イ
プ

に
ね
じ
れ
が
発
生
せ
ず
、
ガ

ス
漏
れ
を
防
止
で
き
、
増
し

締
め
作
業
が
不
要
。
こ
れ
に

流
量
発
信
器
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト

ワ
ン
タ
ッ
チ
で
取
り
付
け

よ
り
、
１
ビ
ル
あ
た
り
半
日

～
１
日
分
の
作
業
費
を
削
減

で
き
る
。
ま
た
、
ソ
ケ
ッ
ト

側
の
ガ
ス
遮
断
機
能
に
よ

り
、
ガ
ス
の
逆
流
が
な
い
。

　
両
製
品
の
併
用
に
よ
り
、

現
状
で
ケ
ー
ブ
ル
１
条
あ
た

り
約
　
分
か
か
っ
て
い
る
流

４５

量
発
信
器
の
交
換
時
間
を
約

５
分
に
短
縮
で
き
る
。

　
丸
文
は
、
カ
ナ
ダ
の
光
テ

ス
タ
ー
メ
ー
カ
ー
Ｅ
Ｘ
Ｆ
Ｏ

社
の
新
製
品
Ｄ
Ｗ
Ｄ
Ｍ
チ
ャ

ン
ネ
ル
チ
ェ
ッ
カ
ー
Ｏ
Ｔ
Ｄ

Ｒ
「
Ｏ
ｐ
ｔ
ｉ
ｃ
ａ
ｌ
 Ｗ
ａ

ｖ
ｅ
 Ｅ
ｘ
ｐ
ｅ
ｒ
ｔ
」
を
出

品
す
る
。

　
従
来
、
光
フ
ァ
イ
バ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
敷
設
現
場
で
の

Ｄ
Ｗ
Ｄ
Ｍ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
や
ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
ト

に
は
複
数
の
検
査
機
器
が
必

要
だ
っ
た
。
同
製
品
は
、
Ｗ

Ｄ
Ｍ
信
号
を
入
力
す
る
だ
け

で
各
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
光
パ
ワ

ー
を
測
定
し
、
異
常
が
あ
れ

ば
画
面
上
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

タ
ッ
プ
す
る
だ
け
で
Ｏ
Ｔ
Ｄ

Ｒ
試
験
が
実
施
で
き
る
。
検

査
や
障
害
特
定
を
１
台
で
シ

ー
ム
レ
ス
に
実
施
す
る
こ
と

で
測
定
器
の
交
換
、
試
験
設

定
入
力
、
光
フ
ァ
イ
バ
の
ケ

ア
な
ど
の
作
業
時
間
を
削
減

光
チ
ャ
ン
ネ
ル
チ
ェ
ッ
カ
ー

パ
ワ
ー
、Ｏ
Ｔ
Ｄ
Ｒ
同
時
測
定

す
る
。

　
Ｏ
Ｔ
Ｄ
Ｒ
は
Ｅ
Ｘ
Ｆ
Ｏ
社

の
独
自
機
能
ｉ
Ｏ
Ｌ
Ｍ
を
搭

載
可
能
。
こ
れ
は
、
取
得
し

た
ト
レ
ー
ス
の
マ
ッ
ピ
ン

グ
、
イ
ベ
ン
ト
の
位
置
と
損

失
・
反
射
の
可
視
化
、
自
動

合
否
判
定
と
Ｎ
Ｇ
個
所
の
是

正
ア
ド
バ
イ
ス
機
能
を
備
え

て
い
る
。

迅
陣

尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋

１２ＭＰＯトランク光ケーブル

　
ケ
ー
ブ
ル
は
細
く
、
軽

く
、
し
な
や
か
で
強
靱
。
コ

ー
ド
の
外
径
は
φ
３
・
０
㎜

で
概
算
質
量
７
㎏
／
㎞
、
ト

ラ
ン
ク
ケ
ー
ブ
ル
は
φ
５
・

０
㎜
で
　
㎏
／
㎞
、
多
心
ラ

２２

ウ
ン
ド
ケ
ー
ブ
ル
は
φ
９
・

５
㎜
で
　
㎏
／
㎞
。

７５

　
同
シ
リ
ー
ズ
は
、
独
自
の

ラ
ウ
ン
ド
コ
ー
ド
製
法
に
よ

っ
て
耐
側
圧
特
性
に
優
れ
、

重
要
回
線
で
の
利
用
や
高
屈

曲
特
性
か
ら
画
像
診
断
装
置

な
ど
産
業
機
器
の
摺
動
箇
所

に
も
幅
広
く
利
用
で
き
る
。

　
Ｍ
Ｐ
Ｏ
コ
ネ
ク
タ
は
シ
ョ

ー
ト
ブ
ー
ツ
に
対
応
し
、
オ

プ
シ
ョ
ン
で
プ
ッ
シ
ュ
プ
ル

タ
グ
付
き
も
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

し
た
。

布製工事標示板（左）と収納時（右）

Ｏ
ｐ
ｔ
ｉ
ｃ
ａ
ｌ
 

Ｗ
ａ
ｖ
ｅ
　
Ｅ
ｘ
ｐ
ｅ
ｒ
ｔ

左からメタルモール、メタルエフ、ギガスク用

　
三
和
電
気
工
業
は
①
透
明

ア
ダ
プ
タ
、
②
Ｌ
Ｃ
ス
イ
ン

グ
シ
ャ
ッ
タ
ア
ダ
プ
タ
、
③

Ｍ
Ｐ
Ｏ
タ
ブ
付
き
シ
ョ
ー
ト

コ
ネ
ク
タ
な
ど
、
幅
広
い
製

品
群
を
出
品
す
る
。

　
①
透
明
ア
ダ
プ
タ
は
、
光

ケ
ー
ブ
ル
に
可
視
光
を
入
れ

る
と
ア
ダ
プ
タ
の
内
部
が
赤

く
光
り
、
挿
抜
先
が
識
別
し

や
す
く
な
る
。
特
に
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
な
ど
多
数
の
パ
ッ

チ
コ
ー
ド
を
扱
う
現
場
で
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
時
の
配
線
作
業

の
効
率
化
に
貢
献
す
る
。
性

透明アダプタ

能
や
寸
法
は
既
存
の
ア
ダ
プ

タ
と
変
わ
ら
な
い
た
め
、　１９

イ
ン
チ
の
光
パ
ッ
チ
パ
ネ
ル

に
搭
載
で
き
、
現
行
品
と
の

置
き
換
え
も
可
能
。

　
②
Ｌ
Ｃ
ス
イ
ン
グ
シ
ャ
ッ

タ
ア
ダ
プ
タ
は
、
安
全
性
、

作
業
性
、
防
塵
・
遮
光
を
備

え
た
。
シ
ャ
ッ
タ
ー
部
は
、

コ
ネ
ク
タ
の
挿
抜
に
合
わ
せ

て
自
動
開
閉
し
、
挿
入
口
の

全
体
を
覆
う
こ
と
で
完
全
防

塵
・
遮
光
機
能
を
実
現
し

た
。
従
来
は
必
要
だ
っ
た
ダ

ス
ト
キ
ャ
ッ
プ
も
不
要
だ
。

　
③
Ｍ
Ｐ
Ｏ
タ
ブ
付
き
シ
ョ

ー
ト
コ
ネ
ク
タ
は
、
操
作
性

に
優
れ
た
タ
ブ
を
取
り
付
け

可
能
で
、
作
業
性
の
向
上
に

つ
な
が
る
。

流量発信器（中央）に取り付ける

超
高
速
変
調
対
応
フ

ァ

イ

バ 
レ
ー
ザ

熱
の
影
響
を
低
減

古河電工

Ｉ
ｏ
Ｔ
管
理
シ

ス

テ

ム 
に
新
機
能

電
線
メ
ー
カ
ー
に
も
納
入
実
績

シナプス
イノベーション

　
Ｉ
ｏ
Ｔ
生
産
管
理
シ
ス
テ

ム
メ
ー
カ
ー
の
シ
ナ
プ
ス
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
製
造
業
向

け
Ｉ
ｏ
Ｔ
対
応
生
産
原
価
・

管
理
シ
ス
テ
ム
「
ジ
ェ
イ
バ

ル
ト
」
に
個
別
受
注
生
産
向

け
機
能
を
追
加
し
た
と
発
表

し
た
。
今
回
は
β
版
の
発
売

と
な
り
、
正
式
版
は
　
年
２

２１

月
に
上
市
予
定
。
同
シ
ス
テ

ム
は
、
オ
プ
シ
ョ
ン
と
な
る

も
の
の
、
電
線
メ
ー
カ
ー
向

け
の
機
能
が
充
実
し
て
お

り
、
納
入
実
績
が
あ
る
。

　
新
機
能
で
は
、
注
文
ご
と

に
仕
様
が
異
な
り
個
別
に
受

注
を
受
け
て
か
ら
開
発
、
設

計
、
製
造
を
行
う
個
別
受
注

　
昭
和
電
線
ケ
ー
ブ
ル
シ
ス

テ
ム
は
　
日
、　

夙
貫
通
型

１４

７７

Ｃ
Ｔ
（
変
流
器
）
付
き
ダ
イ

レ
ク
ト
モ
ー
ル
ド
壁
貫
通
プ

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
。
受
注
～
出

荷
ま
で
の
日
常
業
務
、
原
価

管
理
な
ど
の
定
例
業
務
を
一

貫
し
て
管
理
で
き
る
。
さ
ら

に
Ｅ
Ｒ
Ｐ
、
会
計
シ
ス
テ

ム
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ラ
、
Ｂ
Ｉ

ツ
ー
ル
な
ど
あ
ら
ゆ
る
シ
ス

テ
ム
と
連
携
し
、
正
確
な
現

場
判
断
、
経
営
判
断
が
行
え

る
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
に
も
対
応
し
て

お
り
、
設
備
（
Ｐ
Ｌ
Ｃ
）
や

セ
ン
サ
ー
と
連
携
し
、
実
績

入
力
、
報
告
業
務
を
自
動
化

・
精
緻
化
す
る
。　

　
電
線
メ
ー
カ
ー
向
け
の
機

能
も
充
実
し
て
い
る
。
ケ
ー

ブ
ル
の
条
長
・
本
数
を
考
慮

し
た
在
庫
管
理
と
そ
の
引
き

当
て
が
可
能
。
電
線
メ
ー
カ

ー
か
ら
は
同
一
品
目
か
つ
リ

ー
ル
ご
と
に
巻
長
が
異
な
る

在
庫
の
管
理
が
柔
軟
に
行
え

る
点
、
単
位
変
換
・
複
数
単

位
管
理
が
可
能
で
あ
る
点

（
ｍ
単
位
の
材
料
か
ら
ボ
ビ

ン
巻
単
位
の
製
品
を
製
造
）

な
ど
が
高
い
評
価
を
得
て
い

る
。
　
さ
ら
に
現
場
で
ケ
ー
ブ
ル

の
切
断
後
に
、
出
荷
す
る
製

品
在
庫
を
指
定
で
き
る
。
積

送
在
庫
の
管
理
や
同
一
拠
点

で
の
工
場
毎
の
在
庫
管
理
に

も
対
応
し
た
。

　
同
製
品
は
、
生
産
進
捗
を

確
認
で
き
る
た
め
、
納
期
に

対
し
て
遅
延
が
発
生
し
て
い

る
工
程
が
わ
か
る
。

　
古
河
電
工
は
　
日
、
超
高

２２

速
変
調
対
応
フ
ァ
イ
バ
レ
ー

ザ
「
Ｆ
Ｅ
Ｃ
１
０
０
０
Ｓ
―

７
―
Ｓ
Ｐ
」
を
開
発
し
、　１１

月
中
旬
か
ら
受
注
を
開
始
す

る
と
発
表
し
た
。

　
同
製
品
は
、
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
電
池
（
Ｌ
ｉ
Ｂ
）
の
電

極
に
使
用
さ
れ
る
金
属
箔

を
、
最
大
２
５
０
ｋ

の
パ

ル
ス
波
形
制
御
が
可
能
な
超

高
速
変
調
対
応
レ
ー
ザ
を
用

い
て
、
高
速
か
つ
低
熱
影
響

で
切
断
で
き
る
。
電
動
車
の

普
及
に
よ
り
世
界
的
に
Ｌ
ｉ

Ｂ
の
需
要
が
増
加
す
る
な

か
、
Ｌ
ｉ
Ｂ
製
造
工
程
の
生

産
性
向
上
や
省
人
化
に
貢
献

で
き
る
。

　
レ
ー
ザ
を
用
い
た
加
工

は
、
既
存
工
法
で
は
困
難
だ

っ
た
加
工
が
可
能
だ
が
、
Ｌ

ｉ
Ｂ
電
極
で
あ
る
銅
箔
・
ア

ル
ミ
箔
の
切
断
に
適
用
す
る

場
合
、
過
剰
入
熱
に
よ
る
溶

屋
内
で
の
交
換
工
事
向
け
に

最
適
だ
。
ま
た
、
既
設
磁
器

が
い
管
は
重
厚
な
プ
ッ
シ
ン

グ
と
Ｃ
Ｔ
を
現
地
で
組
み
立

て
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、
ダ

イ
レ
ク
ト
モ
ー
ル
ド
プ
ッ
シ

ン
グ
は
径
が
小
さ
く
軽
量
な

た
め
、
工
場
で
Ｃ
Ｔ
を
取
付

け
た
状
態
で
納
入
で
き
る
。

従
っ
て
、
機
器
メ
ー
カ
ー
の

調
整
や
現
地
で
の
組
立
て
作

業
工
程
が
な
く
、
工
期
短
縮

と
コ
ス
ト
低
減
に
つ
な
が

る
。
逆
さ
・
斜
め
・
水
平
取
り

付
け
な
ど
自
由
度
も
高
い
。

　
さ
ら
に
内
部
に
絶
縁
油
を

使
用
せ
ず
、
エ
ポ
キ
シ
プ
ッ

シ
ン
グ
と
シ
リ
コ
ー
ン
ゴ
ム

を
一
体
化
し
、
一
層
の
小
型

化
を
追
求
。
絶
縁
油
の
飛
散

が
な
い
た
め
、
耐
震
性
・
防

火
性
が
向
上
し
た
。
エ
ポ
キ

シ
プ
ッ
シ
ン
グ
の
表
面
に
シ

リ
コ
ー
ン
ゴ
ム
を
直
接
モ
ー

ル
ド
し
た
ポ
リ
マ
ー
型
の
完

全
乾
式
固
体
絶
縁
構
造
で
環

境
に
も
配
慮
し
て
い
る
。

　
同
社
は
、
今
後
も
電
力
設

備
の
更
新
需
要
を
取
り
込
ん

で
　
年
度
ま
で
同
モ
ー
ル
ド

２３
プ
ッ
シ
ン
グ
の
売
上
高
を
２

倍
、　

年
度
ま
で
に
設
備
投

２４

資
を
行
い
な
が
ら
ダ
イ
レ
ク

ト
モ
ー
ル
ド
製
品
を
中
心
と

し
た
サ
イ
コ
ネ
ッ
ク
ス
の
生

産
能
力
強
化
を
目
指
す
。

　
リ
ケ
ン
テ
ク
ノ
ス
は
９

日
、
東
京
都
大
田
区
に
あ
る

研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
を
増
築

し
た
と
発
表
し
た
。
約
７
億

円
を
投
じ
、
延
べ
床
面
積
を

１
・
５
倍
に
し
た
。
新
た
に

コ
ン
パ
ウ
ン
ド
製
品
の
試
作

機
も
導
入
す
る
。
こ
れ
で
、

塩
ビ
、
エ
ラ
ス
ト
マ
ー
、
エ

コ
電
線
用
コ
ン
パ
ウ
ン
ド

「
ト
リ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｒ
」
な
ど

の
開
発
を
加
速
。
グ
ロ
ー
バ

ル
展
開
を
見
据
え
、
開
発
か

ら
サ
ン
プ
ル
提
供
ま
で
の
ス

ピ
ー
ド
を
一
層
上
げ
る
。

研究開発センター

り
、
高
速
・
低
熱
影
響
を
両

立
し
た
。
定
格
出
力
は
１
千

Ｗ
。
ビ
ー
ム
モ
ー
ド
は
シ
ン

グ
ル
モ
ー
ド
。
波
長
は
１
千

　

。
フ
ァ
イ
バ
コ
ア
径
は

７０　
ｍ
と
な
っ
て
い
る
。

１４

Ｐ
Ｃ
Ｂ
事
業
２
社
を
統
合

高
付
加
品
の
競
争
力
向
上
へ

ＯＫＩ
　
Ｏ
Ｋ
Ｉ
は
　
日
、
プ
リ
ン

１９

ト
配
線
版
（
Ｐ
Ｃ
Ｂ
）
を
製

造
す
る
Ｏ
Ｋ
Ｉ
サ
ー
キ
ッ
ト

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
（
Ｏ
Ｔ
Ｃ
）

と
沖
プ
リ
ン
テ
ッ
ド
サ
ー
キ

ッ
ト
（
Ｏ
Ｐ
Ｃ
）
の
２
社
を

統
合
す
る
と
発
表
し
た
。　２１

年
４
月
１
日
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
が
存

続
会
社
と
な
り
、
Ｏ
Ｐ
Ｃ
を

吸
収
合
併
す
る
。
２
社
の
統

合
で
、
高
難
度
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
の

実
現
な
ど
競
争
力
を
向
上
さ

せ
国
内
の
高
付
加
価
値
Ｐ
Ｃ

Ｂ
市
場
で
ト
ッ
プ
を
狙
う
。

　
国
内
市
場
の
低
価
格
な
低

層
板
の
需
要
が
減
少
す
る
一

方
、
高
い
技
術
力
が
必
要
で

高
付
加
価
値
な
大
型
・
高
多

層
板
市
場
は
成
長
を
続
け
て

い
る
。
高
放
熱
配
線
板
や
高

屈
曲
性
フ
レ
ッ
ク
ス
リ
ジ
ッ

ド
配
線
板
な
ど
を
製
造
し
、

高
い
技
術
を
持
つ
Ｏ
Ｔ
Ｃ

と
、
高
多
層
積
層
や
高
精
細

穴
あ
け
な
ど
の
技
術
を
備
え

る
Ｏ
Ｐ
Ｃ
の
統
合
に
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
設
計
・
製
造
技

術
だ
け
で
は
難
し
か
っ
た
高

難
度
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
が
実
現
で
き

る
。

２
部
構
成
と
な
り
、
午
前
の

部
は
オ
ン
ラ
イ
ン
、
午
後
の

部
は
東
京
会
場
（
浅
草
橋
ヒ

ュ
ー
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
Ｒ
Ｏ
Ｏ

Ｍ
２
）、
名
古
屋
会
場
（
ウ
イ

ン
ク
あ
い
ち
１
８
０
１
）
、

大
阪
会
場
（
Ｓ
Ｍ
Ｇ
ア
ク
セ

ア
四
ツ
橋
サ
ン
ワ
ー
ド
ビ
ル

２
号
室
）
で
開
催
さ
れ
る
。

定
員
は
午
前
の
部
５
０
０
人

（
参
加
費
無
料
）
、
午
後
の

部
各
会
場
　
人
（
参
加
費
５

１５

千
円
）。

　
申
し
込
み
は
、
日
本
製
線

の

Ｈ

Ｐ

か

ら

。（h
t
t
p
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【
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
】
午

前
の
部
　
セ
ッ
シ
ョ
ン
１

「
住
戸
内
の
Ｃ
Ａ
Ｔ
６
Ａ
配

線
と
　
Ｇ
通
信
の
速
度
検

１０

証
」、
セ
ッ
シ
ョ
ン
２
「
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
配
線
の
測

定
」、
セ
ッ
シ
ョ
ン
３
「
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン

ス
 供
Ｎ
ｅ
ｔ
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
 Ｃ
ｏ

ｎ
ｖ
ｅ
ｒ
ｇ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ
僑
」

～
様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
手
段
を
シ
ン
グ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
実
現
～
、
セ
ッ

シ
ョ
ン
４
「
自
動
配
線
管
理

シ
ス
テ
ム
供
Ｖ
Ｍ
７
　
Ａ
ｕ

ｔ
ｏ
―
 Ｐ
ａ
ｃ
ｈ
 Ｍ
ａ
ｎ

ａ
ｇ
ｅ
ｒ
   ｆ
ｏ
ｒ
   ｉ
ｎ

ｔ
ｅ
ｌ
ｉ
Ｐ
ｈ
ｙ
僑
」
～
物

理
イ
ン
フ
ラ
管
理
の
手
間
を

こ
れ
ま
で
に
な
い
レ
ベ
ル
で

削
減
～

　
午
後
の
部
「
Ｌ
Ａ
Ｎ
配
線

試
験
の
実
際
―
測
定
結
果
の

見
方
」
、「
シ
ス
テ
ム
保
証
制

度
と
配
線
規
格
、
施
工
上
の

注
意
点
」
、「
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
ｙ
ｓ

施
工
認
定
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

　
Ｌ
Ａ
Ｎ
配
線
設
計
や
施
工

者
向
け
「
Ｎ
ｅ
ｔ
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
 

Ｊ
ｏ
ｉ
ｎ
ｔ
 Ｗ
ｅ
ｂ
ｉ
ｎ

ａ
ｒ
＆
Ｓ
ｅ
ｍ
ｉ
ｎ
ａ
ｒ

　
」（
主
催

日
本
製
線
、
Ｒ

２０＆
Ｍ
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
、
フ
ル
ー

ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
、
Ｆ
Ｉ

Ｔ
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
）
が
　
月
１１

　
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と
東
京

２０・
名
古
屋
・
大
阪
の
会
場
で

開
催
さ
れ
る
。

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
Ｃ
Ａ

Ｔ
６
Ａ
配
線
管
理
シ
ス
テ
ム

や
、
新
し
く
追
加
さ
れ
た
配

線
規
格
、
最
新
情
報
を
テ
ー

マ
と
し
、
こ
れ
ま
で
の
セ
ミ

ナ
ー
内
容
を
一
層
充
実
さ
せ

た
。
今
回
は
午
前
の
Ｗ
ｅ
ｂ

セ
ミ
ナ
ー
と
午
後
の
Ｃ
Ａ
Ｔ

６
Ａ
施
工
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

Ｃ
Ａ
Ｔ
６
Ａ
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　
／
　
、参
加
者
募
集

１１

２０

日本製線
融
物
や
熱
影
響
部
が
発
生
し

や
す
く
、
品
質
確
保
が
困
難

だ
っ
た
。
ま
た
、
入
熱
を
減

ら
す
た
め
に
パ
ル
ス
波
形
を

制
御
す
る
技
術
が
あ
る
が
、

従
来
は
　
ｋ

以
下
の
繰
り

５０

返
し
周
波
数
が
限
界
で
あ

り
、
連
続
加
工
が
不
可
能
だ

っ
た
。

　
同
製
品
は
、
応
答
性
が
良

く
パ
ル
ス
立
ち
上
が
り
時
間

が
短
い
た
め
、
最
大
２
５
０

ｋ

の
繰
り
返
し
周
波
数
で

変
調
で
き
る
。
こ
れ
に
よ

変電所に７７夙 納入
昭和電線ケーブルシステム

２３年度までに売上２倍へ

ポリマー型
プッシング

生
産
機
能
に
対
応
し
た
。
製

番
に
紐
づ
く
多
様
な
手
配
の

依
頼
を
一
度
で
行
え
る
。

　
こ
の
製
品
は
、
生
産
管

理
、
原
価
管
理
、
販
売
管
理

の
機
能
を
備
え
る
シ
ス
テ
ム

ッ
シ
ン
グ
を
関
電
送
配
電
の

変
電
所
向
け
に
納
入
し
た
と

発
表
し
た
。
今
後
も
電
力
設

備
の
更
新
需
要
を
取
り
込

み
、　

年
度
ま
で
に
ダ
イ
レ

２３

ク
ト
モ
ー
ル
ド
プ
ッ
シ
ン
グ

　
夙
貫
通
型
Ｃ
Ｔ
付
き
ダ
イ

７７レ
ク
ト
モ
ー
ル
ド
壁
貫
通
プ

ッ
シ
ン
グ

の
売
上
高
２
倍
を
目
指
す
。

　
同
製
品
は
、
既
設
磁
器
が

い
管
適
用
の
プ
ッ
シ
ン
グ
の

交
換
用
に
採
用
さ
れ
た
。
磁

器
製
と
比
べ
、
プ
ッ
シ
ン
グ

本
体
の
重
量
を
約
　
％
軽
量

４０

化
で
き
る
点
が
評
価
を
受

け
、
同
社
は
関
西
電
力
送
配

電
の
変
電
所
に
　
年
７
月
か

１９

ら
納
入
を
開
始
。
設
備
更
新

を
進
め
て
い
る
。

　
こ
の
製
品
は
、
軽
量
化
に

よ
っ
て
壁
取
り
付
け
工
事
の

省
力
化
に
貢
献
す
る
。
ま

た
、
シ
リ
コ
ー
ン
ゴ
ム
を
笠

に
適
用
し
て
表
面
漏
洩
距
離

を
長
く
し
、
全
長
が
約
　
％
８５

に
コ
ン
パ
ク
ト
化
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
現
場
で
の
設
置

作
業
性
に
優
れ
、
電
力
設
備

の
更
新
時
、
狭
小
変
電
所
建

東
京
・
開
発
セ
ン
タ
ー
を
増
築

７
億
円
投
じ
、延
床
面
積
　
倍
１.５

リケンテクノス

大和化学
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光
ケ
ー
ブ
ル

生
販
４
割
増

稼
働
率
　
％（
　
㌽
増
）

８２.６

２２.７

光統計
８月分

電
線
技
術
者
初
級
研
修
会

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者
募
集

ＪＥＣＴＥＣ

ＥＭ―ＵＴＰ―Ｃ６Ａ

ｉ
ｃ
（
電
動
化
）
と
ロ
ボ
ッ

ト
の
関
わ
り
が
深
い
。
エ
ン

ジ
ン
か
ら
モ
ー
タ
ー
に
変
わ

る
た
め
、
生
産
ラ
イ
ン
の
更

新
需
要
が
生
ま
れ
る
。
Ｉ
ｏ

Ｔ
も
進
展
し
、
協
働
ロ
ボ
ッ

ト
の
ニ
ー
ズ
は
今
後
一
層
増

え
て
く
る
だ
ろ
う
。

　
当
社
は
中
国
工
場
で
、
協

働
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
用
し
て
自

動
車
へ
の
ワ
イ
ヤ
ー
ハ
ー
ネ

ス
の
組
み
付
け
作
業
の
自
動

化
実
験
を
行
っ
て
い
る
。
従

来
、
自
動
車
へ
の
ワ
イ
ヤ
ー

ハ
ー
ネ
ス
の
取
り
付
け
、
コ

ネ
ク
タ
の
接
続
は
精
密
な
動

作
が
要
求
さ
れ
、
ま
た
ケ
ー

ブ
ル
が
軟
銅
、
柔
軟
物
の
た

め
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
で
は
取
り

付
け
が
難
し
か
っ
た
。
同
実

験
で
は
、
当
社
製
ロ
ボ
ッ
ト

の
正
確
な
動
作
を
活
か
し

て
、
ボ
デ
ィ
内
部
の
穴
に
ワ

イ
ヤ
ー
ハ
ー
ネ
ス
を
通
し
、

コ
ネ
ク
タ
接
続
さ
せ
る
実
験

を
行
っ
て
い
る
。

　
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
３
６

５
日
　
時
間
作
業
を
継
続
で

２４

き
、
人
が
ミ
ス
し
や
す
い
単

調
な
作
業
な
ど
も
正
確
に
行

え
る
。
一
方
、
動
作
の
速
度

は
人
と
比
べ
て
遅
い
。
こ
の

た
め
、
今
後
、
人
手
と
ロ
ボ

ッ
ト
を
昼
夜
の
時
間
、
作
業

な
ど
で
分
け
た
配
置
の
最
適

化
が
進
む
」

　

―
ロ
ボ
ッ
ト
の
技
術
動

向
に
つ
い
て
は
？

　
「
自
動
車
部
品
の
洗
浄
工

程
、
鍛
造
工
程
で
使
わ
れ
る

　

―
新
社
長
就
任
の
抱
負

は
？
　
「
　
年
７
月
、
当
社
日
本

２０

法
人
の
社
長
に
就
任
し
た
。

当
社
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
事
業
な

ど
で
グ
ロ
ー
バ
ル
の
知
名
度

が
非
常
に
高
い
。
こ
れ
を
活

か
し
、
国
内
顧
客
に
一
層
信

頼
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
正

確
な
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を

浸
透
さ
せ
た
い
。
ま
た
、
ロ

ボ
ッ
ト
と
シ
ス
テ
ム
、
Ｉ
ｏ

Ｔ
を
活
用
し
た
生
産
自
動
化

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
国

内
顧
客
に
提
案
し
て
い
く
」

　

―
世
界
４
大
ロ
ボ
ッ
ト

メ
ー
カ
ー
（
Ｋ
Ｕ
Ｋ
Ａ
、
フ

ァ
ナ
ッ
ク
、
安
川
電
機
、
Ａ

Ｂ
Ｂ
）
の
中
で
御
社
の
強
み

は
？
　
「
当
社
製
ロ
ボ
ッ
ト
は
、

剛
性
と
動
作
の
正
確
性
が
顧

客
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い

る
。
さ
ら
に
当
社
は
、
ド
イ

ツ
と
中
国
に
ロ
ボ
ッ
ト
の
製

造
拠
点
を
構
え
て
お
り
、
全

世
界
へ
同
じ
品
質
の
ロ
ボ
ッ

ト
を
供
給
で
き
る
安
定
性

と
、
細
や
か
な
管
理
・
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
な
ど
サ
ー
ビ
ス
サ

ポ
ー
ト
体
制
が
強
み
と
な
っ

て
い
る
。

　
ま
た
、当
社
グ
ル
ー
プ
は
、

ロ
ボ
ッ
ト
以
外
に
も
自
動
車

の
組
み
立
て
生
産
ラ
イ
ン
や

物
流
の
自
動
化
シ
ス
テ
ム
、

病
院
な
ど
の
管
理
シ
ス
テ
ム

を
提
供
し
て
い
る
。
生
産
シ

ス
テ
ム
全
体
か
ら
み
て
、
最

適
な
ロ
ボ
ッ
ト
を
製
品
化
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
る
」

下
期
は
種
ま
き
の
時
期
 

電
動
車
、
５
Ｇ
追
い
風

　

―
御
社
ロ
ボ
ッ
ト
事
業

を
取
り
巻
く
市
場
動
向
は
？

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
の
発
生

後
、
三
品
（
食
料
・
医
療
・

化
粧
品
）
、
自
動
車
分
野
な

ど
ユ
ー
ザ
ー
の
設
備
投
資
が

　
年
３
月
頃
か
ら
減
少
し
は

２０じ
め
た
。
１
～
２
月
末
ま
で

は
設
備
投
資
案
件
な
ど
が
動

き
、
案
件
や
受
注
残
が
あ
っ

た
。
４
月
以
降
は
コ
ロ
ナ
禍

で
三
品
、
製
造
業
な
ど
の
設

備
投
資
が
先
送
り
に
な
り
、

下
期
の
出
荷
は
鈍
化
し
た
。

　
た
だ
、
将
来
的
な
コ
ス
ト

低
減
を
見
据
え
、
中
小
企
業

の
省
人
化
ニ
ー
ズ
は
根
強

い
。
こ
の
下
期
は
拡
販
活
動

に
注
力
し
、
種
ま
き
の
時
期

に
な
る
だ
ろ
う
。
車
の
電
動

化
と
５
Ｇ
関
連
、
半
導
体
製

造
装
置
メ
ー
カ
ー
の
投
資
も

追
い
風
と
な
っ
て
い
る
」

　

―
具
体
的
な
省
人
化
ニ

ー
ズ
は
？

　
「
特
に
医
療
分
野
で
は
今

春
か
ら
、
コ
ロ
ナ
の
検
査
で

使
用
す
る
鼻
孔
液
や
唾
液
の

採
取
向
け
に
協
働
ロ
ボ
ッ
ト

の
需
要
が
世
界
的
に
拡
大
し

て
お
り
、
拡
販
し
て
い
き
た

い
。
　
食
品
・
化
粧
品
分
野
で
は
、

省
人
化
に
伴
い
製
造
ラ
イ
ン

で
の
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
や
物
流

の
運
搬
・
仕
分
け
用
で
協
働

　
独
・
Ｋ
Ｕ
Ｋ
Ａ
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
事
業
部
に
属
す
る
Ｋ
Ｕ
Ｋ
Ａ
  Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
の
大
田
紘
新

社
長
は
「
　
暦
年
通
期
単
体
業
績
見
通
し
は
、
非
常
に
厳
し
い
。
自
動
車
分
野
や
三
品
な

２０

ど
全
産
業
の
ユ
ー
ザ
ー
が
設
備
投
資
を
先
送
り
し
、　

年
後
半
の
投
資
案
件
が
　
年
に
ス

２０

２１

ラ
イ
ド
し
た
。
先
行
き
の
見
通
し
は
難
し
い
」
と
し
た
上
で
「
た
だ
、
中
小
企
業
の
省
人

化
ニ
ー
ズ
は
根
強
い
。
ク
ル
マ
の
電
動
化
と
５
Ｇ
関
連
、
半
導
体
製
造
装
置
メ
ー
カ
ー
の

投
資
も
追
い
風
が
吹
く
。
こ
の
下
期
は
、
種
ま
き
の
時
期
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
当

社
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
に
な
か
っ
た
ス
カ
ラ
（
水
平
多
関
節
）
ロ
ボ
ッ
ト
の
拡
販
に
傾
注
す

る
。
同
時
に
、
当
社
の
ブ
ラ
ン
ド
の
信
頼
性
を
一
層
高
め
る
」
と
し
た
。

ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
が
広
が
っ

て
い
る
」

　

―
御
社
の
　
暦
年
通
期

２０

単
体
業
績
見
通
し
は
？

　
「
　
暦
年
通
期
単
体
業
績

２０

見
通
し
は
、
非
常
に
厳
し

い
。
三
品
や
自
動
車
分
野
な

ど
全
産
業
の
ユ
ー
ザ
ー
が
設

備
投
資
を
先
送
り
し
、　

年
２０

後
半
の
投
資
案
件
が
　
年
に

２１

ス
ラ
イ
ド
し
た
。
ハ
ン
ド
リ

ン
グ
（
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
、
加

工
、
組
立
て
な
ど
）、
協
働
ロ

ボ
ッ
ト
、
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム

用
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
需
要
が

少
し
ず
つ
回
復
し
て
は
い
る

が
、
ユ
ー
ザ
ー
が
設
備
投
資

の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら
っ

て
い
る
状
態
で
、
ま
だ
決
ま

ら
ず
、
先
行
き
の
見
通
し
は

難
し
い
」

　

―
グ
ロ
ー
バ
ル
で
の
ロ

ボ
ッ
ト
市
場
の
動
向
は
？

　
「
欧
州
は
日
本
国
内
と
同

じ
く
低
調
に
推
移
し
て
い
る

が
、
中
国
、
韓
国
、
ベ
ト
ナ

ム
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

な
ど
ア
ジ
ア
圏
で
の
ロ
ボ
ッ

ト
需
要
は
飛
躍
的
に
拡
大
し

て
い
る
。
当
社
の
生
産
は
か

つ
て
、
ド
イ
ツ
中
心
だ
っ
た

が
、
今
後
中
国
で
の
生
産
を

徐
々
に
拡
大
し
て
い
く
。
中

国
工
場
で
は
、
一
部
小
型
の

工
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
生

産
も
始
め
た
。
今
後
、
中
国

で
製
造
し
た
当
社
製
品
を
、

日
本
を
含
む
ア
ジ
ア
へ
供
給

し
て
い
く
」

　

―
御
社
の
注
力
製
品

は
？
　
「
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
と
こ
れ

ま
で
当
社
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

に
な
か
っ
た
ス
カ
ラ
（
水
平

多
関
節
）
ロ
ボ
ッ
ト
の
拡
販

に
傾
注
す
る
。
特
に
、
ス
カ

ラ
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
新
製
品

『
Ｋ
Ｒ
 Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ａ
』
と
し

て
年
内
に
も
上
市
す
る
予

定
。
新
製
品
の
特
長
は
、
サ

イ
ク
ル
タ
イ
ム
が
０
・
　
秒
３６

／
０
・
　
秒
で
動
作
速
度
が

３８

速
い
点
に
あ
る
。
最
新
世
代

の
ロ
ボ
ッ
ト
制
御
技
術
を
駆

使
し
た
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
『
Ｋ

Ｒ
 Ｃ
５
Ｍ
ｉ
ｃ
ｒ
ｏ
』
と
の

連
携
に
よ
っ
て
高
速
な
動
作

を
実
現
し
た
。ま
た
、行
動
範

囲
は
５
０
０
㎜
／
７
０
０
㎜

で
広
く
、
６
㎏
ま
で
の
細
か

い
部
品
の
組
み
立
て
、
検
査

に
最
適
な
製
品
と
な
っ
た
」

中
国
で
自
動
車
用
Ｗ
Ｈ
の
 

組
み
付
け
自
動
化
実
験
中

　

―
御
社
の
研
究
開
発
に

つ
い
て
は
？

　
「
自
動
車
の
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
関

連
で
は
、
Ｅ
ｌ
ｅ
ｃ
ｔ
ｉ
ｒ

大田 紘社長

　
年
後
半
、種
ま
き
へ

２０

ニ
ー
ズ
は
省
人
化

迅
陣

尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋

バ
リ
取
り
用
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど

の
需
要
増
加
に
伴
い
、
Ｉ
Ｐ

　
規
格
対
応
の
ニ
ー
ズ
が
増

６７え
て
い
る
」

　

―
　
～
　
年
の
最
重
要

２０

２１

課
題
は
？

　
「
先
ほ
ど
も
述
べ
た
が
、

　
年
の
案
件
刈
り
取
り
に
向

２１け
、　

年
下
期
は
し
っ
か
り

２０

と
種
ま
き
を
す
る
。
こ
れ
と

同
時
に
、
当
社
の
ブ
ラ
ン
ド

の
信
頼
性
を
一
層
高
め
て
い

く
。
さ
ら
に
、
シ
ス
テ
ム
イ

ン
テ
グ
レ
ー
タ
な
ど
シ
ス
テ

ム
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
協
業
を

一
層
強
化
し
、
顧
客
の
様
々

な
要
望
に
幅
広
く
、
細
や
か

に
対
応
す
る
」

　
【
略
歴
】
大
田
紘
（
お
お

た
・
ひ
ろ
し
）
氏
＝
１
９
７

７
（
昭
和
　
）
年
６
月
生
ま

５２

れ
。　

年
３
月
京
都
外
国
語

０１

大
学
を
卒
業
し
、　

年
ド
イ

０７

ツ
・
ベ
ア
リ
ン
グ
メ
ー
カ
ー

の
日
本
法
人
シ
ェ
フ
ラ
ー
ジ

ャ
パ
ン
に
入
社
。　

年
ス
ウ

１６

ェ
ー
デ
ン
の
産
業
機
械
メ
ー

カ
ー
の
日
本
法
人
ア
ト
ラ
ス

コ
プ
コ
ジ
ャ
パ
ン
を
経
て
、

　
年
７
月
Ｋ
Ｕ
Ｋ
Ａ
  Ｊ
ａ

２０ｐ
ａ
ｎ
の
新
社
長
に
就
任
。

趣
味
は
ス
キ
ー
。

　
経
産
省
が
ま
と
め
た
　
年
２０

８
月
分
の
光
統
計
に
よ
る

と
、
心
線
は
生
産
１
９
０
万

９
千
㎞
Ｃ
（
前
年
同
月
比
１
・

７
％
減
）
、
販
売
２
０
７
万

㎞
Ｃ
（
同
８
・
１
％
増
）
で

生
産
は
　
カ
月
連
続
の
マ
イ

１７

ナ
ス
、
販
売
は
　
カ
月
ぶ
り

１６

の
プ
ラ
ス
と
な
っ
た
。
東
南

ア
ジ
ア
向
け
な
ど
が
減
少
し

た
と
み
ら
れ
る
。

　
光
ケ
ー
ブ
ル
は
、
生
産
１

３
３
万
㎞
Ｃ
（
同
　
・
８
％

３７

増
）
、
販
売
１
４
１
万
㎞
Ｃ

（
同
　
・
８
％
増
）
で
生
産

４２

は
　
カ
月
連
続
の
プ
ラ
ス
、

１０
販
売
は
９
カ
月
連
続
の
プ
ラ

ス
と
な
っ
た
。
そ
の
他
輸
出

が
１
０
５
万
４
千
㎞
Ｃ
（
同

　
・
９
％
増
）
で
伸
び
た
。
北

８６米
向
け
が
好
調
と
な
っ
た
。

　
販
売
金
額
は
　
億
３
千
２

７３

０
０
万
円
（
同
　
・
０
％
増
）

３４

で
大
幅
に
増
加
し
た
。

　
月
産
能
力
は
１
６
１
万
１

千
９
６
７
㎞
Ｃ
（
同
±
ゼ

ロ
）、
稼
働
率
　
・
６
％
（
同

８２

　
・
７
㌽
増
）
と
な
っ
た
。

２２

　
時
に
ト
ラ
イ
ア
ル
接
続
を

１４行
な
い
、
接
続
状
況
を
確
認

す
る
（
任
意
参
加
）。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
Ｊ
Ｅ
Ｃ

Ｔ
Ｅ
Ｃ
情
報
サ
ー
ビ
ス
部


倉
田
氏
、
児
玉
氏
（
電
話


０
５
３
―
４
２
８
―
４
６
８

８
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
５
３
―
４

２

８

―

４

６

９

０
、E  -
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）
ま
で
。
各
日

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
以
下
の

通
り
。

【
　
月
２
日
（
水
）
】

１２
　
　
時
　
分

開
講
（
挨
拶

１３

３０

な
ど
）

　
　
時
　
分
～
　
時
　
分


１３

４０

１４

４０

講
義
「
電
線
工
業
会
の
紹
介

と
日
本
の
電
線
産
業
の
概
要
」

　
　
時
　
分
～
　
時
　
分


１４

５０

１５

５０

講
義
「
コ
ー
ド
を
使
用
す
る

配
線
器
具
に
つ
い
て
」

　
　
時
～
　
時
　
分
講
義


１６

１６

４０

「
電
線
・
ケ
ー
ブ
ル
被
覆
材

料
と
環
境
規
制
」

【
　
月
３
日
（
木
）
】

１２
　
　
時
　
分

開
講

１３

３０

　
　
時
　
分
～
　
時
　
分


１３

３５

１４

１５

講
義
「
電
力
用
電
線
・
ケ
ー

ブ
ル
の
概
要
（
１
）
」

　
　
時
　
分
～
　
時
　
分


１４

２５

１４

５５

講
義
「
電
力
用
電
線
・
ケ
ー

ブ
ル
の
概
要
（
２
）
」

　
　
時
５
分
～
　
時
　
分


１５

１５

４５

講
義
「
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
で
実

施
し
て
い
る
試
験
の
概
要

（
１
）
」

　
　
時
　
分
～
　
時
　
分


１５

５５

１６

２５

講
義
「
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
で
実

施
し
て
い
る
試
験
の
概
要

（
２
）
」

【
　
月
４
日
（
金
）
】

１２
　
　
時
　
分

開
講

１３

３０

　
　
時
　
分
～
　
時
　
分


１３

３５

１４

２５

講
義
「
通
信
用
ケ
ー
ブ
ル
の

概
要
」

　
　
時
　
分
～
　
時
　
分


１４

３５

１５

３５

講
義
「
電
線
・
ケ
ー
ブ
ル
の

製
造
方
法
」

　
　
時
　
分
～
　
時
　
分


１５

４５

１６

３５

講
義
「
電
気
用
品
安
全
法
・

Ｊ
Ｉ
Ｓ
の
概
要
」

　
　
時
　
分

閉
会
（
挨
拶

１６

３５

な
ど
）

　
電
線
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー

（
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
）
は
、「
電

線
技
術
者
初
級
研
修
会
」
の

参
加
者
を
募
集
し
て
い
る
。

今
年
度
は
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

と
し
、　

月
２
～
４
日
の
３

１２

日
間
に
分
け
て
講
義
を
行

う
。
　
主
な
研
修
対
象
者
は
、
電

線
事
業
に
携
わ
っ
て
１
～
３

年
程
度
ま
で
の
技
術
系
社

員
。
受
講
料
（
税
込
）
は
、

Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
会
員
が
１
万

１
千
円
、
Ｊ
Ｃ
Ｍ
Ａ
会
員
が

１
万
６
千
５
０
０
円
、
非
会

員
が
２
万
２
千
円
。
申
し
込

み
は
、
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
の
Ｈ

Ｐ
内
「
研
修
・
セ
ミ
ナ
ー
予

定
」
ペ
ー
ジ
掲
載
の
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
メ

ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
。
締

め
切
り
は
　
月
　
日
、
定
員

１１

２０

は
　
人
。
受
講
確
定
者
に
は

９０
　
月
末
に
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
招
待

１１メ
ー
ル
を
送
信
す
る
。
ま

た
、　

月
　
日
　
時
　
分
～

１１

３０

１３

３０

　
日
ま
で
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

２３さ
れ
た
「
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
２

０
２
０
Ｏ
Ｎ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
で

発
表
し
大
量
の
デ
ー
タ
を
高

速
処
理
す
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
ま

た
、　

月
９
～
　
日
ま
で
東

１２

１１

京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
か
れ

る
「
ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
Ｏ
ｐ
ｔ
ｏ

２
０
２
１
」
で
は
、
シ
ス
テ

ム
の
実
物
を
展
示
予
定
。

は
サ
イ
ズ
が
大
き
く
設
置
数

に
限
界
が
あ
り
、
す
べ
て
の

サ
ー
バ
ー
ボ
ー
ド
間
を
接
続

で
き
な
い
た
め
、
ボ
ト
ル
ネ

ッ
ク
に
な
っ
て
い
た
。

　
今
回
開
発
し
た
ラ
ッ
ク
型

サ
ー
バ
ー
シ
ス
テ
ム
は
、
８

台
の
サ
ー
バ
ー
ボ
ー
ド
の
全

ノ
ー
ド
間
を
光
配
線
で
直
結

し
た
フ
ル
メ
ッ
シ
ュ
接
続

と
、
Ｆ
Ｐ
Ｇ
Ａ
内
に
構
成
し

た
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
機
能
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
電
気

ス
イ
ッ
チ
に
よ
る
処
理
時
間

の
遅
延
を
解
消
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
例
え
ば
心
臓
や
肺

の
診
断
な
ど
に
用
い
ら
れ
る

３
次
元
Ｃ
Ｔ
の
画
像
処
理
で

は
、
処
理
時
間
を
従
来
の
５

分
か
ら
　
秒
に
短
縮
で
き

３０

る
。
　
同
シ
ス
テ
ム
は
　
月
　
～

１０

２０

博
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
同
社
で
は
施
工
性

抜
群
の
コ
ネ
ク
タ
ー
Ｐ
Ｍ
Ｃ

―
Ｒ
Ｊ
―
　
（
Ｃ
６
Ａ
）、
Ｈ

４５

Ｃ
Ｉ
―
Ｒ
Ｊ
―
　
（
Ｃ
６

４５

Ａ
）
、
Ｐ
Ｍ
Ｃ
―
Ｃ
ａ
ｔ
６

Ａ
（
０
５
４
―
１
）
の
３
品

種
を
推
奨
し
て
い
る
。
Ｐ
Ｍ

Ｃ
―
Ｒ
Ｊ
―
　
（
Ｃ
６
Ａ
）

４５

と
Ｈ
Ｃ
Ｉ
―
Ｒ
Ｊ
―
　
（
Ｃ

４５

６
Ａ
）
は
専
用
工
具
が
不
要

で
、
施
工
時
間
３
～
４
分
で

簡
単
に
完
了
で
き
る
。
Ｐ
Ｍ

Ｃ
―
Ｃ
ａ
ｔ
６
Ａ
も
施
工
時

間
５
～
６
分
で
完
了
す
る
。

ラ
ッ
ク
型
サ
ー
バ
ー
シ
ス
テ
ム

世
界
初
の
光
配
線

ＮＥＤＯ
　
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技

術
総
合
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ

Ｏ
）
は
　
日
、
サ
ー
バ
ー
ボ

１６

ー
ド
に
デ
ー
タ
転
送
先
を
切

り
替
え
る
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
機

能
（
分
散
ス
イ
ッ
チ
）
を
実

装
し
、
全
サ
ー
バ
ー
ボ
ー
ド

間
を
光
配
線
で
直
結
し
た
ラ

ッ
ク
型
サ
ー
バ
ー
シ
ス
テ
ム

を
、
世
界
で
初
め
て
完
成
し

た
と
発
表
し
た
。
同
シ
ス
テ

ム
は
、
技
術
研
究
組
合
光
電

子
融
合
基
盤
技
術
研
究
所

（
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ａ
）
と
共
同
開

発
し
た
も
の
で
、
電
気
ス
イ

ッ
チ
で
の
中
継
が
不
要
な
た

め
、
従
来
の
電
気
配
線
と
比

べ
計
算
速
度
を
一
桁
高
速
に

で
き
る
。

　
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
や
Ａ
Ｉ
の

進
展
を
背
景
に
、
デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー
で
は
Ｌ
Ｓ
Ｉ
（
大
規

模
集
積
回
路
）
や
サ
ー
バ
ー

間
の
伝
送
量
が
増
大
し
、
消

費
電
力
が
急
増
し
て
い
る
。

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
高
速
処
理

す
る
た
め
に
は
、
多
数
の
サ

ー
バ
ー
に
よ
る
並
列
処
理
が

有
効
で
あ
る
が
、
電
気
配
線

エ
コ
Ｕ
Ｔ
Ｐ
・
Ｃ
Ａ
Ｔ
６
Ａ

ギ
ガ
ス
ク
向
け
に
最
適

関西通信電線
荷
を
軽
減
す
る
た
め
に
ケ
ー

ブ
ル
の
く
せ
付
け
や
す
さ
、

曲
げ
や
す
さ
、
皮
む
き
や
す

さ
を
改
良
し
、
施
工
性
を
さ

ら
に
向
上
さ
せ
た
「
や
わ
ら

か
電
線
プ
レ
ミ
ア
ム
」
を
、

　
年
か
ら
寒
冷
地
限
定
で
発

１７売
し
た
。

　
こ
の
販
売
経
験
を
い
か

し
、
さ
ら
に
全
国
の
ユ
ー
ザ

ー
か
ら
の
ニ
ー
ズ
を
集
め
た

と
こ
ろ
、
寒
冷
地
以
外
で
も

低
温
環
境
で
の
作
業
性
の
向

上
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

や
、
適
応
品
種
の
拡
充
の
要

望
が
あ
り
、
今
回
、
全
国
販

売
に
踏
み
切
っ
た
。

ス
ト
ー
ク
特
性
を
備
え
、
樹

脂
リ
ー
ル
で
引
き
出
し
も
簡

単
。
シ
ー
ス
上
に
レ
ン
グ
ス

　
関
西
通
信
電
線
は
　
月
末

１０

か
ら
、
エ
コ
仕
様
Ｃ
Ａ
Ｔ
６

Ａ
の
Ｌ
Ａ
Ｎ
ケ
ー
ブ
ル
「
Ｅ

Ｍ
―
Ｕ
Ｔ
Ｐ
―
Ｃ
６
Ａ
」
を

上
市
す
る
と
発
表
し
た
。

　
こ
の
製
品
は
、
Ｕ
Ｔ
Ｐ
の

た
め
ア
ー
ス
処
理
を
実
施
す

る
必
要
が
な
く
、
施
工
時
間

の
短
縮
や
省
力
化
に
貢
献

し
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
配

線
向
け
な
ど
に
最
適
だ
。
Ａ

Ｗ
Ｇ
№
　
×
４
ペ
ア
で
　
Ｇ

２３

１０

―
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
―
Ｔ
に
対
応
し

て
い
る
。
シ
ー
ス
の
材
質
を

低
煙
ゼ
ロ
ハ
ロ
ゲ
ン
（
Ｌ
Ｓ

Ｚ
Ｈ
）
と
し
、
環
境
に
も
配

慮
し
た
。
外
被
は
使
い
や
す

い
パ
ス
テ
ル
ブ
ル
ー
。

　
優
れ
た
エ
イ
リ
ア
ン
ク
ロ

マ
ー
ク
を
印
刷
し
て
お
り
、

残
量
も
わ
か
り
や
す
い
。
２

０
０
ｍ
リ
ー
ル
巻
き
で
、
仕

上
り
外
径
は
８
・
３
㎜
以
下
、

重
量
は
１
箱
あ
た
り
　
㎏
。

１５

通
常
の
Ｕ
Ｔ
Ｐ
―
Ｃ
６
Ａ
は

既
に
上
市
し
て
お
り
、
通
信

工
事
業
者
な
ど
か
ら
好
評
を

０
Ｖ
―
Ｃ
Ｅ
Ｔ
。
サ
イ
ズ
は

１
０
０

、
１
５
０

、
２

０
０

、
２
５
０

、
３
２

５

を
用
意
。
今
回
の
「
プ

レ
ミ
ア
ム
」
は
、
従
来
品
（
や

わ
ら
か
電
線
）
に
較
べ
５
℃

の
条
件
で
、「
く
せ
付
け
や

す
さ
」
が
　
％
、「
曲
げ
や
す

３８

さ
」
は
　
％
向
上
し
た
。

２５

　
従
来
の
「
や
わ
ら
か
電
線
」

は
、　

年
６
月
の
販
売
開
始

１０

以
降
、
製
品
の
特
長
で
あ
る

く
せ
付
け
や
す
さ
、
曲
げ
や

す
さ
、
皮
む
き
や
す
さ
か
ら

ユ
ー
ザ
ー
の
高
い
評
価
を
受

け
て
い
た
。
一
方
で
、
冬
場

に
な
る
と
「
ケ
ー
ブ
ル
が
硬

く
曲
げ
に
く
い
」
、「
シ
ー
ス

・
絶
縁
体
が
硬
く
皮
む
き
し

に
く
い
」
、「
低
温
で
も
常
温

と
同
等
に
作
業
で
き
る
製
品

が
欲
し
い
」
と
い
う
要
望
が

あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
冬
場
の
低
温
環
境

で
ケ
ー
ブ
ル
配
線
作
業
の
負

　
矢
崎
エ
ナ
ジ
ー
シ
ス
テ
ム

は
　
日
、
冬
場
の
建
設
現
場

２１
な
ど
の
低
温
環
境
で
の
ケ
ー

ブ
ル
配
線
作
業
時
で
も
業
界

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
施
工
性
が

あ
る
「
や
わ
ら
か
電
線
プ
レ

ミ
ア
ム
」を
　
年
　
月
か
ら
、

２０

１１

全
国
で
販
売
す
る
と
発
表
し

た
。
こ
れ
ま
で
寒
冷
地
限
定

で
販
売
し
て
い
た
が
、
今

回
、
全
国
に
拡
販
し
た
。

　
同
製
品
の
販
売
品
種
は
、

６
０
０
Ｖ
―
Ｃ
Ｖ
Ｄ
・
Ｃ
Ｖ

Ｔ
・
Ｃ
Ｖ
Ｑ
、
Ｅ
Ｍ
―
６
０

やわらか電線プレミアム
矢崎エナジーシステム

１１月から全国で販売を開始

施
工
が
し
や
す
い
「
や
わ

ら
か
電
線
プ
レ
ミ
ア
ム
」

　
％
増
収
、経
常
　
％
増
 

１５

９２

　
　
　
 
ダ
イ
コ
ー
通
産

　
　
年
５
月
期
第
１
四
半
期

２１
単
体
業
績
は
、
売
上
高
　
億
３９

６
千
万
円
（
前
年
同
期
比
　
・
１５

１
％
増
）
、
営
業
益
１
億
７

千
万
円
（
同
　
・
１
％
増
）、

６８

経
常
２
億
円
（
同
　
・
３
％

９７

増
）
、
当
期
利
益
１
億
１
千

万
円
（
同
　
・
５
％
増
）。

９１

本社
宝塚市高松町13番34号 〒665-0043　TEL：0797-71-2425・FAX：0797-71-2101
東京営業所
神奈川県川崎市川崎区砂子1-10-2 〒210-0006　TEL：044-221-6120・FAX：044-221-6130 　
ソシオ砂子ビル304号 
福岡営業所
福岡県大野城市御笠川5-10-5-105 〒816-0912　TEL：092-514-1060・FAX：092-514-1061
香川工場
香川県東かがわ市水主21-1 〒769-2606　 TEL：0879-49-0511・FAX：0879-49-0521

本社を移転しました

製造拠点をすべて東かがわ市内に集約しました
今後、一層の生産効率化と品質管理の一元化を目指します
製造拠点をすべて東かがわ市内に集約しました
今後、一層の生産効率化と品質管理の一元化を目指します

エコマテリアル同軸ケーブルなら関西通信電線にお任せくださいエコマテリアル同軸ケーブルなら関西通信電線にお任せください


